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豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

ー

l
l
九
州
発
見
朝
鮮
系
古
瓦
の
研
究

田

富

士

雄

一
、
緒

言

我
が
北
九
州
の
地
は
先
史
以
来
た
え
ず
朝
鮮
半
島
と
文
佑
交
渉
を
保
っ
て
お
り
、
持
に
南
鮮
地
方
は
地
理
的
に
も
接
近
し
て
い
る
の
で
、
直

接
中
国
文
佑
受
容
の
中
継
的
役
割
を
果
し
て
来
た
。
六
世
紀
中
葉
、
仏
教
伝
来
し
て
寺
院
の
建
立
が
流
行
す
る
や
、
屋
上
に
葺
く
瓦
製
造
の
技

術
も
当
初
は
先
進
的
な
彼
の
地
の
工
人
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
持
に
北
九
州
に
あ
っ
て
は
他
地
域
と
は
異
る
半
島
系
苗
瓦
の
使
用
を
み

た
。
乃
ち
今
日
ま
で
に
新
羅
、
百
済
、
高
句
麗
三
国
の
意
匠
を
も
っ
瓦
当
文
様
の
寄
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
殆
ん
ど
建
前

地
方
に
限
ら
れ
た
分
布
を
示
し
て
い
る
特
異
な
新
羅
系
古
瓦
を
え
ら
ん
で
、
そ
の
歴
史
的
な
性
質
を
追
求
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

二
、
新
緩
系
古
耳
の
実
例
と
そ
の
遺
跡

己

く

ぞ

う

た

る

み

つ

ぱ

き

い

ち

新
羅
系
古
瓦
を
出
土
す
る
遺
跡
は
宇
佐
郡
虚
空
蔵
寺
、
築
上
郡
垂
水
廃
寺
、
同
郡
友
枝
瓦
窯
祉
、
京
都
郡
豊
前
国
分
寺
、
同
郡
椿
市
廃
寺
、

田
川
郡
天
台
寺
、
同
郡
天
台
寺
瓦
窯
祉
の
五
廃
寺
社
と
二
瓦
窯
牡
で
あ
る
。
更
に
関
連
遺
跡
と
し
て
筑
前
嘉
穂
郡
穴
仇
廃
寺
を
加
え
て
お
く
。

(I) 

虚

空
蔵
寺
（
宇
佐
郡
駅
川
村
山
本
所
在
）

宇
佐
平
野
の
中
央
を
貫
流
し
て
周
防
灘
に
注
ぐ
駅
館
川
の
西
側
、
平
野
部
の
南
端
に

在
る
。
寺
祉
は
水
田
佑
し
て
い
る
が
、
三
十
三
尺
平
方
、
高
さ
三
尺
の
塔
祉
土
段
が
現
存
す
る
。
段
上
に
は
径
二
尺
、

深
さ
四
寸
の
柄
穴
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石
田
茂
作
博
士
、
賀
川
光
夫
民
等
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
筆
者
も
参
加
し

た
。
塔
一
辺
の
間
取
り
は
申
央
間
六
尺
寺
、
両
脇
間
五
尺
七
寸
で
あ
っ
て
、
高
さ
八
丈
に
ま
三
重
塔
と
推
定
さ
れ
わ
｝
法
律
五
は
塔
の
東

に
推
定
さ
れ
、
一
応
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
遺
物
は
九
州
で
は
最
古
式
に
属
す
る
法
隆
寺
系
忍
冬
文
字
瓦
を
主
体
と
し
、

埼
仏
六
十
余
片
を
出
土
し
同
府
も
注
目
さ
れ
る
。
創
建
年
代
は
白
鳳
後
期
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
遺
物
に
混
っ
て
新
羅
系
の
雄
健
な
連
続
波

あ
る
心
礎
を
め
ぐ
っ
て
十
五
個
の
礎
石
が
あ
る
。

間
和
二
十
九
年
、

状
唐
草
文
字
瓦
の
破
片
が
若
干
ゐ
る
。
文
様
は
後
述
す
る
田
川
郡
天
台
寺
の
も
の
と
全
く
同
種
に
属
す
る
。
瓦
当
面
の
幅
、
長
さ
、
断
面
等
全

（第
3
図
l
参
照
）

ω垂
水

廃

く
伴
出
の
法
隆
系
宇
瓦
と
等
し
く
、
文
様
を
異
に
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
併
用
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

福
岡
、
大
分
県
境
を
流
れ
る
山
国
川
の
下
流
域
で
、
友
枝
川
と
の
合
流
点
の
西
側

寺
（
築
上
郡
新
吉
富
村
垂
水
所
在
）正

陵
に
在
る
。
遺
跡
は
垂
水
部
落
内
に
あ
る
た
め
人
家
が
密
集
し
て
い
て
寺
域
を
明
確
に

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
礎
石
の
埋
没
せ
る
と
の
所
伝
あ
る
地
点
ゃ
、
古
瓦
の
発
見
が
あ

る
。
昭
和
四
年
七
月
の
発
見
以
来
、
特
異
な
瓦
当
文
様
が
識
者
の
注
目
を
ひ
い
て
来
た
。

一
重
弧
文
字
瓦
が
共
伴
し

て
い
る
。
新
羅
系
資
料
は
鎧
瓦
、
宇
瓦
各
一
種
で
組
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者

本
稿
で
扱
う
新
羅
系
瓦
当
資
料
の
ほ
か
に
も
素
弁
八
葉
鐙
瓦
、

は
複
弁
八
葉
蓮
華
文
で
一
段
高
い
周
縁
上
に
渦
状
文
を
め
ぐ
ら
す
。
後
者
は
瓦
当
面
に
流

麗
な
扇
行
唐
草
文
を
配
し
、
下
顎
に
宝
相
華
文
を
あ
ら
わ
し
た
団
華
状
花
文
二
個
を
併
列

し
、
四
隅
及
び
中
央
部
に
覗
唐
草
文
を
附
し
て
珠
文
縁
を
め
ぐ
ら
す
。
乙
の
た
め
に
、
顎

の
奥
行
巾
は
六
寸
に
及
び
、
こ
の
部
分
が
軒
先
に
出
て
下
か
ら
何
ぎ
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る
。
従
っ
て
宇
瓦
に
は
釘
孔
を
設
け
て
屋
根
に
闘
定
す
る
用
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

顎
面
の
文
様
は
精
巧
で
新
羅
一
統
時
代
の
宝
相
華
文
時
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
論
を
待
た
な



b、。
（第
2
図
2
及
第
3
図
4
参
照
）

ω友
枝
耳
窯
祉
（
築
上
郡
太
平
村
友
枝
字
新
谷
所
在
）

垂
水
廃
寺
の
南
西
ニ
粁
余
の
山
麓
に
在
り
、
そ
の
発
見
は
更
に
古
く
、
大
正

二
年
の
調
査
に
始
ま
る
。
大
正
十
一
年
に
は
内
務
省
指

1 

第2図鐙前発見新羅系鐙瓦文様複

原図（1.天台寺 2.霊水廃寺）

定
史
跡
と
な
っ
た
。
硬
質
砂
岩
の
岩
盤
を
掘
り
ぬ
い
て

つ
く
ら
れ
た
階
段
式
登
り
窯
で
あ
る
。
当
初
は
数
例
発

見
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
よ
く
現
在
す
る
一
例
に
つ
い

て
み
れ
ば
、
焚
口
は
円
形
で
奥
に
十
五
段
の
階
段
を
設

け
、
全
長
二
十
六
尺
、
巾
五
尺
か
ら
三
尺
に
次
第
に
奥

細
り
と
な
る
。
附
近
採
集
の
古
瓦
は
垂
水
廃
寺
の
使
用

瓦
と
同
一
で
、
本
窯
祉
が
そ
の
製
造
社
で
あ
る
こ
と
が

ω豊
前
国
分
寺
（
京
都
郡
豊
津
町
国
分
所
在
）

国
鉄
田
川
線
豊
津
駅
の
東
方
一
粁
半
ば
か
り
の
国
分
部
落
内
に
在
る
。
微
高
地
か
ら

知
ら
れ
た
。

成
る
通
称
豊
津
原
の
東
北
部
を
占
め
て
い
る
。
伽
藍
は
天
正
年
聞
に
大
友
宗
麟
の
兵
火
に
か
か
っ
て
焼
失
し
、
寛
文
六
年
、
小
倉
藩
主
小
笠
原

忠
真
の
援
助
に
よ
っ
て
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
。
現
在
は
衰
微
を
重
ね
て
明
治
二
十
一
年
建
立
の
三
重
塔
も
将
に
崩
壊
寸
前
で
あ
る
。
近
世
以
降

の
復
興
は
伽
藍
の
旧
規
を
全
く
無
視
し
て
い
る
の
で
、
遺
構
復
原
の
手
掛
り
に
は
な
ら
な
い
。
考
古
学
的
調
査
に
基
く
報
告
は
こ
れ
ま
で
に
い

く
つ
か
あ
る
勺
新
羅
系
資
料
の
発
見
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
間
和
二
十
三
年
十
月
、
三
重
塔
西
隣
の
畑
地
耕
作
中
に
字
瓦
一
個
が
発
掘
さ

れ
た
。
狭
長
な
瓦
当
面
に
は
上
縁
珠
文
帯
で
、
下
縁
な
く
、
流
麗
な
扇
行
唐
草
文
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
垂
水
廃
寺
例
と
共
通
す
る
と
こ

豊
前
に
於
け
る
新
緩
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

ろ
が
多
い
。
瓦
当
上
縁
の
両
端
を
斜
め
に
削
り
、
ま
た
、
無
顎
で
瓦
当
部
に
徐
々
に
厚
み
を
加
え
る
な
ど
の
製
作
手
法
に
も
古
式
を
伝
え
て
い
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~ 

る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

（第
3
図
3
参
照
）

ω椿
市

廃

寺
（
行
橋
市
椿
市
町
福
丸
所
在
）

行
橋
市
の
北
西
端
に
あ
り
、
旧
京
都
郡
椿
市
村
に
属
す
る
。
南
北
か
ら
迫
る
山
塊
が

つ
く
る
狭
長
な
平
野
の
最
奥
、
平
尾
台
の
山
麓
に
位
置
し
て
い
る
。
現
在
、
願
光
寺
の
境
内
に
礎
石
の
多
く
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十

七
年
第
一
回
の
踏
査
を
行
っ
た
際
に
新
経
系
文
様
を
も
っ
字
瓦
を
採
集
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
、
遺
跡
の
測
量
を
行
つ

た。
現
在
す
る
遺
構
は
講
堂
祉
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
上
に
本
堂
及
び
庫
裡
が
在
る
が
、
原
位
置
の
ま
ま
に
あ
る
四
個
の
礎
石
か
ら
少

な
く
共
闘
口
七
十
尺
以
上
の
南
面
せ
る
平
面
を
も
っ
て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
南
北
棋
は
正
北
よ
り
六
度
東
に
振
れ
て
い
て
、
本
伽
藍

南
北
主
軸
線
に
当
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
南
方
約
三
十
尺
を
へ
だ
て
て
配
列
さ
れ
た
儲
石
群
が
在
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
更
に
そ
の
南
方
約
百
三

十
尺
の
地
点
に
塔
心
礎
が
在
っ
た
と
云
う
。
講
堂
の
南
に
金
堂
、
塔
が
一
直
線
上
に
並
ぶ
四
天
王
寺
式
類
似
の
配
置
が
掴
定
さ
れ
る
よ
う
で
、

極
め
て
注
意
を
ひ
く
遺
跡
で
あ
る
。
測
量
調
査
の
結
果
、
寺
域
は
少
く
共
一
町
半
四
方
と
推
定
さ
れ
た
。
境
内
に
は
犠
心
礎
、
柱
時
あ
る
礎

石
が
み
ら
れ
る
。
塔
心
礎
は
花
山
岡
岩
の
巨
石
を
用
い
、
径
二
尺
二
寸
の
円
形
柄
穴
が
あ
り
、
深
さ
は
四
寸
五
分
で
あ
る
。
柄
穴
の
一
筒
所
か
ら

外
方
に
一
条
の
溝
が
切
つ
で
あ
る
。
出
土
古
瓦
は
前
述
垂
水
廃
寺
例
と
相
似
た
素
弁
八
葉
鐙
瓦
、

一
重
一
弧
文
字
瓦
が
あ
り
、
新
羅
系
宇
瓦
は
右

端
の
破
片
二
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
連
続
波
状
唐
草
文
を
瓦
当
面
と
顎
に
配
し
た
も
の
で
、
虚
空
蔵
寺
や
後
述
の
天
台
寺
の
例
に
近
い
も
の
で
あ

る

（第
3
図
2
参
照
）

川
天
台
寺
（
田
川
市
鎮
西
町
上
伊
田
鎮
西
公
園
所
在
）

国
鉄
田
川
線
勾
金
駅
の
南
西
、
県
立
田
川
高
校
の
南
側
に
道
路
か
ら
の

比
高
二
乃
至
三
米
の
広
い
正
陵
が
あ
る
。
現
在
は
開
墾
さ
れ
、
戦
時
中
に
礎
石
も
運
び
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
「
天
台
寺
遺
跡
」
の
石
碑
が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
地
に
立
て
ば
北
に
香
春
岳
の
突
冗
た
る
山
容
が
手
に
と
る
如
く
望
ま
れ
る
。
寺
祉
は
東
に
塔
、
西
に
金
堂
を
配
す
る
法
起
寺

式
の
配
置
を
と
り
、
金
堂
は
五
聞
に
四
閣
の
平
面
で
各
間
六
尺
八
寸
等
問
。
塔
は
中
央
間
六
尺
五
す
、
脇
間
六
尺
で
あ
っ
た
山
塔
心
礎
は
径
二

豊
前
に
於
け
る
新
緩
系
古
瓦
と
そ
の
意
義
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豊
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に
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瓦
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意
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一
一
四

尺
三
寸
の
柄
穴
を
も
ち
、
深
さ
二
寸
三
分
、
底
面
壁
面
沿
い
に
幅
六
分
強
、
深
さ
三
分
強
の
溝
が
あ
り
、
壁
面
の
一
部
を
切
っ
て
外
方
に
一
条

の
瀞
が
つ
け
で
あ
っ
た
。

ζ

れ
か
ら
う
か
が
え
る
塔
の
高
さ
は
九
丈
余
で
、
五
重
塔
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
勺
天
台
寺
と
称
さ
れ
る
所
以

は
、
延
暦
年
中
最
澄
が
入
唐
に
際
し
て
香
春
神
に
渡
海
の
平
穏
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
香
春
岳
と
の
関
係
が
生
じ
、
帰
朝
後
、
郡
内
に
十

八
所
の
伽
藍
を
建
立
し
て
天
台
別
院
と
号
し
た
。
市
し
て
天
台
寺
は
そ
の
一
寺
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
本
寺
祉
の
創
建

が
更
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
出
土
古
瓦
に
徴
し
て
も
論
な
く
、
後
世
の
附
会
に
す
ぎ
な
い
。

出
土
古
瓦
は
新
経
系
の
他
に
百
済
系
、
高
句
麗
系
の
鐙
瓦
を
共
伴
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
新
羅
系
資
料
は
量
も
多
く
、
創
建
時
の
主

体
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
錯
瓦
、
字
瓦
各
一
種
は
最
も
秀
れ
た
文
様
を
も
っ
て
い
一
勺
鎧
瓦
は
複
弁
八
葉
で
、
そ
の
外
側
に
珠
文
を
配
し
、

段
高
い
周
縁
に
は
優
美
な
連
続
波
状
唐
草
文
を
め
ぐ
ら
す
。
ま
た
側
面
に
も
、
屋
上
に
葺
い
た
際
、
下
か
ら
見
上
げ
た
部
分
に
同
様
の
珠
文
縁

あ
る
連
続
波
状
唐
草
文
帯
を
半
周
さ
せ
て
い
る
。
乙
れ
と
組
を
な
す
宇
瓦
は
、
や
は
り
同
様
の
連
続
波
状
唐
草
文
を
珠
文
縁
で
囲
績
し
た
意
匠

が
瓦
当
面
と
顎
に
み
ら
れ
る
。
顎
の
奥
行
市
は
四
寸
に
及
び
、
垂
水
廃
寺
例
と
同
様
釘
孔
を
必
要
と
す
る
。
文
様
は
雄
建
の
風
強
く
、
本
邦
古

瓦
中
の
逸
品
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
秀
れ
た
芸
術
作
品
で
も
あ
る
。

（第
2
図
1
及
第
4
図
参
照
）

天
台
寺
祉
の
東
南
約
三
町
の
南
向
き
正
陵
斜
面
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ

た
階
段
式
登
り
窯
で
あ
る
。
昭
和
六
年
に
第
一
号
窯
が
調
査
さ
れ
て
平
瓦
が
二
枚
づ
っ
重
ね
て
拝
み
合
わ
せ
て
立
て
て
あ
る
状
況
が
み
ら
匂

仰
天
台
寺
五
窯
（
田
川
市
鎮
西
町
上
伊
田
宇
法
師
殺
所
在
）

焼
成
途
時
の
ま
ま
に
廃
滅
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ζ

の
瓦
窯
は
構
造
の
細
部
ま
で
知
る
ほ
ど
に
十
分
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

疑
点
も
残
さ

れ
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
、
更
に
こ
の
傍
に
二
号
窯
が
発
見
き
れ
て
調
査
す
る
に
及
ん
で
一
号
窯
記
録
の
不
備
を
補
う
こ
と
が
出
来

た
。
両
窯
は
同
じ
構
造
を
と
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
二
号
窯
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
煙
道
部
は
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
八
段
以
上
の
階
段

を
有
し
、

各
段
に
平
瓦
が
二
枚
づ
っ
重
ね
て
拝
み
合
せ
に
立
て
ら
れ
て
い
て
、

各
段
平
均
二
十
枚
で
あ
る
か
ら
全
部
で
百
五
十
枚
か
ら
二
百

枚
に
及
ぶ
平
瓦
が
一
度
に
焼
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
窯
の
大
き
さ
は
巾
四
尺
、
推
定
全
長
十
六
尺
以
上
で
、
焚
口
は
円
形
平
面
を
と
り
、
全
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体
と
し
て
友
枝
瓦
窯
祉
の
形
成
に
同
じ
く
、
規
開
を
小
さ
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
瓦
は
す
べ
て
正
方
形
格
子
目
叩
文
が
あ
り
、
天
台
寺
祉
と

同
じ
鐙
瓦
を
出
し
て
い
て
、
天
台
寺
創
建
時
の
供
給
瓦
窯
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ω大
分

廃

寺
（
嘉
穂
郡
筑
穂
町
大
分
所
在
）

嘉
穂
郡
は
往
時
嘉
麻
、
稲
波
二
郡
に
分
れ
て
い
た
が
、
遺
跡
は
穂
波
郡
に
属
す
る
。

嘉
穂
郡
は
田
川
郡
と
境
域
を
接
し
て
い
て
、
天
台
寺
と
の
地
理
的
関
係
ぞ
み
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

遺
跡
は
国
鉄
筑
豊
線
桂
川
駅
の
西
方

里
、
大
分
部
落
の
東
方
に
当
る
。
現
存
す
る
の
は
犠
祉
の
み
で
あ
る
が
、
中
心
礎
を
め
ぐ
る
十
六
個
の
花
山
岡
岩
槌
石
が
完
存
す
る
。
心
礎
は
径

二
尺
七
寸
、
深
さ
三
寸
の
納
穴
が
あ
り
、
壁
面
か
ら
外
方
に
二
条
の
溝
が
切
っ
て
あ
る
。
各
間
八
尺
等
間
で
、
礎
石
面
に
は
円
形
柱
仲
間
の
造
出

し
が
あ
鵠
推
定
さ
れ
る
塔
の
規
模
は
高
さ
十
丈
余
の
三
重
塔
で
あ
勺
塔
祉
の
西
方
か
ら
礎
石
の
発
見
主
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
て
、
こ

れ
が
金
堂
祉
に
相
当
す
れ
ば
法
起
寺
式
伽
藍
配
置
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
泌
こ
の
遺
跡
発
見
市
瓦
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
し
u

そ
の
特
色
は
、
前
述
の
垂
水
路
寺
宇
瓦
、
椿
市
廃
寺
字
瓦
、
天
台
寺
錨
瓦
と
同
形
式
を
合
わ
せ
も
つ
点
で
あ
る
。

ζ

の
点
か
ら
も
豊
前
北
部
地

域
と
の
密
接
な
文
化
的
交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
も
以
上
の
瓦
の
組
合
せ
関
係
か
ら
し
て
、
創
建
の
時
期
が
豊
前
地
方

の
寺
院
例
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

以
上
が
北
九
州
、
特
に
豊
前
北
部
を
主
と
す
る
特
殊
な
新
羅
系
古
瓦
出
土
地
の
全
部
で
あ
る
。

地
理
的
に
も
極
め
て
片
寄
っ
た
分
布
を
示

し
、
古
瓦
資
料
も
相
互
に
関
連
性
の
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
次
項
で
更
に
追
求
し
て
み
よ
う
。

言下
＠②①  

和・十
二賀 4 小三石
十川吋｜丹年間
九光）「 茂
年夫 11/1九作

「稿！？、1,1 「
厳三 l乙 塔
担十於 の
fir~ 三け中
寺年る 心
祉法磁
発 ｜盗 1i
見寺の
法系 M
仏字究
L 瓦」

の
展
開
しー

（
伽
航
論
孜
所
収
）
昭
和

（
九
州
考
十
円
学
3

①
鏡
山
猛
「
北
九
州
古
瓦
の
一
様
式
に
つ
い
て
」
（
夢
股
第
十
九
冊

「
綜
合
古
瓦
研
究
」
第
二
分
冊
所
収
）
昭
和
十
四
年

①
弘
津
史
文
「
瓦
山
総
祉
発
見
」
（
考
古
学
雑
誌
十
二
ノ
三
）
大
正
十
一

年
、
「
m
M
前
国
友
枝
村
瓦
畑
山
よ
り
発
見
の
古
瓦
」
（
同
上
十
四
ノ
十
三
）

大
正
十
一
二
年

森
貞
次
郎
「
我
等
が
郷
土
の
史
蹟
友
枝
古
代
然
に
就
い
て
」

築
上
中

（
大
分
県
地
方
史
1
サ
）
附

豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
窓
議

Ji. 



豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

学
校
々
友
会
誌
所
収
）
昭
和
十
年

＠
中
山
平
次
郎
「
古
瓦
雑
考
（
八
）
」
（
考
古
学
雑
誌
七
ノ
一
一
）
大
正
五

年関
野
貞
「
瓦
」
（
雄
山
閣
「
考
古
学
講
座
」
所
収
）
昭
和
三
年

末
岡
作
太
郎
「
豊
前
国
分
寺
調
査
」
（
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

調
査
報
告
書
第
四
輯
所
収
）
昭
和
四
年

森
貞
次
郎
「
段
前
国
分
寺
」
（
国
分
寺
の
研
究
下
巻
所
収
）
昭
和
十
三

年
⑦
山
本
通
「
天
台
寺
枇
調
査
」
（
福
岡
県
史
蹟
車
内
勝
天
然
記
念
物
調
査

報
告
書
第
五
輯
所
収
）
昭
和
五
年

三
、
新

羅

系

古

耳

考

一
一
六

③
「
続
日
本
後
紀
」
承
和
四
年
十
二
月
庚
子
条

①
「
太
宰
管
内
志
」
所
引
「
応
永
戦
覧
記
下
巻
」

⑬
「
太
彩
管
内
志
」
所
引
「
両
燈
記
」

⑬
山
本
通
「
天
台
寺
瓦
燐
窯
祉
の
調
査
」
（
福
岡
県
史
蹟
名
勝
－
大
然
氾

念
物
調
査
報
告
書
第
七
輯
所
収
）
昭
和
七
年

⑫
児
嶋
隆
人
「
筑
前
国
大
分
廃
寺
創
立
に
関
す
る
一
考
察
」

mノ
ロ
）
昭
和
十
四
年

⑬
高
僑
他
自
「
筑
前
国
大
分
廃
寺
陛
及
同
所
発
見
古
瓦
」

誌

mノ
9
）
大
正
九
年

（
考
古
学

（
考
古
学
雑

我
国
上
代
の
瓦
当
文
に
朝
鮮
半
島
の
そ
れ
と
共
通
性
を
認
め
う
る
点
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
先
学
に
よ
っ
て
屡
々
論
ぜ
ら
れ
て
来
て

い
る
。
文
献
に
照
し
て
み
て
も
、
半
島
か
ら
の
造
寺
工
、
造
仏
工
、
瓦
博
士
、
錨
盤
博
士
等
、
工
人
の
渡
来
相
継
い
で
い
て
、
造
形
美
術
の
上

は
百
済
か
ら
の
渡
来
に
限
ら
れ
て
い
て
、

に
故
地
と
共
通
す
る
点
が
あ
る
の
は
当
然
の
理
で
あ
る
。
而
し
て
大
佑
以
前
に
於
げ
る
こ
れ
ら
技
工
遥
は
「
日
本
書
紀
」
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で

法
隆

当
時
の
我
国
と
半
島
の
政
治
的
関
係
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

畿
内
で
も
法
興
寺
、

年
）
次
い
で
高
句
麗
も
滅
亡
し
た

（
同
七
年
）
が
、

寺
、
四
天
王
寺
、
坂
田
寺
等
の
大
寺
造
営
に
は
百
済
系
瓦
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
市
る
に
新
羅
の
進
出
に
よ
っ
て
百
済
は
亡
び
（
天
智
天
皇
ニ

こ
の
際
多
く
の
百
済
遺
民
が
我
固
に
亡
命
し
た
の
は
書
紀
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
乃

ち
天
智
天
皇
二
年
九
月
に
は
佐
平
余
自
信
、
達
率
木
素
貴
子
、
谷
那
晋
首
、
憶
礼
福
留
等
の
遺
臣
、
国
民
が
来
り
、
同
四
年
二
月
に
は
百
済
の

百
姓
四
百
人
を
近
江
国
神
前
郡
に
置
き
、
翌
五
年
冬
百
済
の
男
女
二
千
余
人
を
東
国
に
、
同
八
年
佐
平
余
自
信
、
佐
平
鬼
室
集
斯
等
男
女
七
百



q 

余
人
を
近
江
国
蒲
笠
郡
に
置
い
た
。
百
済
人
の
帰
佑
は
こ
の
後
も
相
継
い
で
天
武
・
持
統
制
に
歪
る
。

一
方
、
半
島
は
新
羅
一
統
時
代
に
入
り
、
や
が
て
我
国
と
の
国
交
も
正
常
に
復
レ
、
持
統
天
皇
の
頃
か
ら
新
縦
人
の
帰
佑
、
安
置
が
代
っ
て

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
書
紀
に
よ
っ
て
列
挙
す
れ
ば
、
元
年
三
月
投
佑
せ
る
者
十
四
人
を
下
毛
野
固
に
置
き
、
四
月
に
は
筑
紫
太
宰
献
る
と

こ
ろ
の
投
佑
せ
る
僧
尼
及
び
百
姓
男
女
二
十
二
人
を
武
蔵
固
に
置
き
、
共
に
旧
地
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
三
年
四
月
投
佑
せ
る
者
を
下
毛
野
に

置
き
、
翌
四
年
二
月
に
は
新
緑
沙
門
詮
吉
、
級
喰
北
助
知
等
五
十
人
が
帰
佑
し
、
同
じ
く
二
月
投
佑
せ
る
新
緑
の
斡
奈
末
許
満
等
十
二
人
を
武

蔵
固
に
置
き
、
八
月
更
に
投
佑
せ
る
も
の
を
下
毛
野
固
に
置
い
た
。

以
上
の
百
済
、

新
羅
と
の
密
接
な
政
治
的
、
文
佑
的
交
渉
に
比
べ
る
と
高
句
麗
と
の
そ
れ
は
梢
劣
る
。

帰
化
人
に
つ
い
て
書
紀
を
検
す
れ

ば
、
古
く
は
欽
明
天
皇
十
七
年
十
月
、
高
魁
人
を
倭
国
高
市
郡
小
身
狭
屯
禽
に
置
い
た
記
事
が
あ
る
が
、
そ
の
後
こ
の
よ
う
な
記
載
な
く
、
天

武
朝
に
至
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
乃
ち
十
四
年
二
月
大
唐
人
、
百
済
人
、
高
配
人
等
百
四
十
七
人
に
爵
位
を
賜
り
、
持
統
元
年
三
月
投
佑
せ
る
高

麗
人
五
十
六
人
ぞ
常
陸
国
に
置
い
た
。

こ
の
後
、

「
続
日
本
紀
」
に
よ
れ
ば
揺
亀
二
年
五
月
駿
河
以
来
七
国
の
高
雌
人
千
七
百
九
十
九
人
を
武

蔵
に
移
し
て
高
麗
郡
が
置
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
半
島
三
国
の
帰
佑
人
が
安
置
さ
れ
た
地
域
に
は
各
々
三
系
統
の
古
瓦
が
分
布
す
る
乙
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
従
つ

て
乙
れ
ら
帰
佑
人
達
が
造
瓦
技
術
に
関
係
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。
奈
良
朝
に
入
る
と
、
主
に
畿
内
及
び
そ
の
近
傍
を
根
拠
と
し

た
百
済
系
瓦
が
衰
退
す
る
の
に
反
し
て
、
京
国
に
根
拠
を
お
い
た
新
縦
、
高
句
雌
系
瓦
は
若
し
い
進
出
振
り
を
示
し
て
い
る
υ

元
来
、
正
史
に

あ
ら
わ
れ
た
帰
佑
人
安
置
の
記
事
は
東
国
に
閲
す
る
も
の
が
多
く
、
西
日
本
地
区
に
関
す
る
記
載
は
見
出
ぎ
れ
な
い
。
こ
れ
は
朝
廷
の
東
国
経

営
に
基
く
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
西
日
本
に
帰
佑
人
の
安
置
が
な
か
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
石
間
博
士
は
奈
良
朝

に
於
け
る
古
瓦
の
分
布
と
「
新
撰
姓
民
録
考
詮
」
や
「
和
名
紗
」
に
み
え
る
三
国
関
係
の
地
名
等
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
姓
氏
録
に
あ
ら

わ
れ
た
諸
蕃
百
七
十
七
民
に
つ
い
て
左
京
、
右
京
、
山
城
、
大
和
、
摂
津
、
河
内
、
和
泉
は
そ
の
本
買
を
一
不
す
も
の
で
、
彼
等
は
更
に
地
方
え

竪
前
に
於
け
る
新
緑
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

七ー



豊
前
に
於
げ
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一
一
八

繁
街
進
出
し
て
各
地
に
も
本
拠
を
有
し
て
い
た
と
結
論
さ
れ
た
。
そ
こ
で
豊
前
北
部
に
集
中
的
分
布
を
示
す
新
羅
系
瓦
が
如
何
に
新
羅
の
地
発

見
の
遺
例
と
共
通
す
る
点
を
有
し
て
い
る
か
を
検
討
し
、
文
献
上
不
備
な
こ
の
地
域
の
帰
佑
人
問
題
に
対
す
る
考
古
学
か
ら
の
究
明
資
料
と
し

た
い
。
先
ず
透
系
統
古
瓦
の
特
徴
は

）
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鐙
瓦
の
文
様
に
は
蓮
花
文
を
用
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
花
文
は
花
心
に
更
に
花
文
を
入
れ
て
所
謂
複
合
花
文
を
な
す
も
の
が
多
い
。

ω
鐙
瓦
は
中
房
と
蓮
弁
の
聞
に
誌
を
つ
く
る
。

(3) 

宇
瓦
の
文
様
に
は
唐
草
文
が
多
く
、
併
列
花
文
、
覗
花
文
、
龍
胤
献
麟
瑞
禽
小
鳥
天
人
等
の
関
様
を
用
い
る
。

(4) 

鐙
瓦
、
宇
瓦
の
周
縁
に
沿
っ
て
唐
草
文
や
珠
文
の
装
飾
を
施
す
も
の
が
多
い
。

(5) 

鐙
瓦
、
宇
瓦
の
下
か
ら
見
上
げ
ら
れ
る
顎
の
部
分
に
花
文
を
施
す
も
の
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
備
え
た
新
羅
古
瓦
は
中
国
初
唐
文
佑
の
影
響
を
う
け
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
一
統
時
代
に
至
っ
て
華
麗
に
し
て
精
織
な

る
趣
き
を
示
し
た
。
従
っ
て
己
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
瓦
が
本
来
屋
根
に
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
点
を
考
慮
に
入
れ
ず
に
、

一
個
の
美

術
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た
か
と
疑
わ
せ
る
程
の
入
念
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
屋
上
主
且
茸
か
れ
た
際
の
効
果
は
削
減
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
新
羅
古
瓦
の
特
徴
と
対
比
し
な
が
ら
盟
前
地
方
発
見
の
這
系
統
古
瓦
を
検
討
し
て
み
れ
ば
、
先
ず
鐙
瓦
で
は
天
台
寺
と
垂
水
廃

寺
の
場
合
次
表
の
如
く
対
比
出
来
る
。

遺

直

径

i¥ 

備

考

跡

一

三

寸

叩

l
－
側
面
一

一

ぬ

弁

、

弁

問

一

－

l

一

一

一

述

続

波

状

一

連

続

波

状

一

中

房

外

周

ニ

天

台

寺

一

六

寸

五

分

－

E
業
ア
リ
二
寸
八
分

y
阻一

O
l四
l
j
一
一
一
十
二
一
七
分
沢
一
服
一
府
苧
又
一
跨
苧
文
一
雄
ヲ
ツ
ク
ル

垂
水
廃
寺
一
五
寸
五
分
量
一

L

一

同

右

一

一

寸

六

分

一

O
｜
四
｜
七
一
二
十
五
一
五
分
量
一
渦
状
文
一
無
文
一

／ 



司，

乃
ち
中
一
房
一
大
き
く
、
複
弁
入
葉
の
蓮
弁
帯
が
圏
構
し
、
周
囲
に
珠
文
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
周
縁
に
花
文
を
配
す
る
共
通
の
手
法
を
示
す
。
両
者

の
異
な
る
と
こ
ろ
は
垂
水
廃
寺
例
が
直
径
小
さ
く
、
中
房
の
蓮
子
二
頼
を
減
じ
、
周
縁
珠
文
に
於
い
て
三
個
増
加
す
る
。
更
に
周
縁
の
唐
草
文

態
と
考
え
ら
れ
る
点
が
多
い
。

は
脱
佑
し
て
渦
状
文
と
な
う
、
側
面
に
も
唐
草
文
帯
が
な
い
。
ま
た
中
房
外
周
の
疏
も
消
滅
す
る
な
ど
、
様
式
上
か
ら
は
天
台
寺
例
の
後
出
形

次に宇瓦についてみれば、虚空蔵寺、天台寺、椿市廃寺、垂水廃寺、豊前国分寺の諸例を対比して次表の如くまとめら

語圏分寺
重 格 天 虚

遺
水 市 －口，.，、 空

廃 廃 蔵

寺 ニてド「 寺 寺 跡

一
尺 尺 長

九寸
九

寸
。• 

寸 寸
七 五 四 五 サ｜正
分 分 分 分

一
寸 寸 寸

分rm 
分 分

珠 珠 縁周
文 文

同
扇麿行

！毒襲
同 唐連

主 面
草事F文

草文
波

様右 右 文状

四ノ、
寸 ? 

寸 rtJ 
分 顎

珠 l3l-' 珠 縁周
！文交交

I 臨書提語蝦嘉
主

文 面

様

れ
る
。瓦

当
正
面
の
文
様
は
虚
空
蔵
寺
、
天
台

寺
が
同
種
に
属
し
、
椿
市
廃
寺
の
資
料
は

わ
ず
か
な
小
破
片
で
あ
る
が
筑
前
大
分
廃

寺
の
例
に
よ
っ
て
複
原
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
こ
れ
が
天
台
寺
例
か
ら
脱
佑
し
た
変

形
唐
草
文
様
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明

の
差
乙
そ
あ
れ
、
ま
っ
た
く
同
一
の
文
様
に
属
す
る
。
乃
ち
、
波
状
の
主
軸
が
連
続
し
て
右
か
ら
左
に
流
れ
、
そ
の
波
形
の
聞
に
反
転
す
る
蔓

ら
か
で
あ
る
。
前
二
者
の
文
様
は
、
大
小

台
寺
鐙
瓦
の
周
縁
及
び
側
面
の
唐
草
文
と
同
種
の
も
の
で
あ
り
、

草
、
小
葉
、
開
花
を
配
し
て
手
法
は
雄
健
、
豊
麗
の
風
が
あ
り
、
し
か
も
緊
張
感
を
失
わ
ぬ
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
様
は
前
述
せ
る
天

乙
の
点
か
ら
も
天
台
寺
に
於
け
る
鐙
瓦
と
字
瓦
の
組
合
わ
せ
ば
妥
当
で
あ

る
。
ま
た
天
台
寺
宇
瓦
で
瓦
当
正
面
の
上
部
両
端
を
斜
め
に
切
り
、
珠
文
帯
を
こ
れ
に
合
わ
せ
て
斜
め
に
つ
く
る
。
ま
た
麿
草
文
帯
の
外
に
周

鹿
島
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

縁
に
合
わ
せ
て
界
線
ぞ
設
け
て
い
る
の
は
他
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
垂
水
廃
寺
の
宇
瓦
は
以
上
の
例
と
異
り
、
我
国
白
鳳
期
の
も
の
に

一
一
九



豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一一一
O

似
た
扇
行
唐
草
文
で
あ
る
。
瓦
当
面
は
巾
の
割
に
狭
長
で
あ
っ
て
、
両
端
の
丸
い
波
状
線
を
主
軸
に
し
て
、
頭
部
の
巻
い
た
扇
行
文
二
個
づ
っ

を
配
す
る
、
そ
の
手
法
は
流
麗
で
、
太
宰
府
地
方
に
多
い
老
司
系
宇
瓦
の
文
様
と
対
比
し
て
み
て
も
、

一
見
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
乙
れ

は
波
長
が
長
く
、
唐
草
の
趣
き
も
老
司
系
の
雄
健
な
風
と
は
異
質
で
あ
る
。
新
羅
一
統
期
の
禽
獣
文
字
瓦
の
顎
に
施
さ
れ
た
唐
草
文
と
の
近
似

が
指
摘
出
来
よ
う
。
垂
水
廃
寺
例
の
顎
に
施
文
さ
れ
た
の
は
所
謂
宝
相
華
文
な
る
団
花
状
唐
草
文
様
を
二
個
併
例
し
た
も
の
で
、
四
隅
に
覗
唐

草
文
を
配
し
て
あ
る
。
顎
の
巾
は
文
様
を
復
原
し
て
み
る
と
六
寸
を
越
え
、
天
台
寺
例
よ
り
更
に
大
き
い
。
元
来
新
羅
の
古
瓦
が
顎
に
文
様
を

も
っ
と
云
っ
て
も
、
そ
の
巾
は
狭
い
も
の
で
、
か
よ
う
に
広
い
巾
を
軒
先
に
露
呈
す
る
こ
と
は
頗
る
危
検
で
あ
る
。
従
っ
て
字
瓦
は
瓦
釘
で
屋

根
に
固
定
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
豊
前
国
分
寺
例
は
垂
水
廃
寺
の
瓦
当
文
を
受
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
瓦
当
面
の
長
さ
は
減
じ
て
い
る

け
れ
ど
も
屑
行
唐
草
文
の
手
法
は
極
め
て
近
似
し
て
い
る
。
や
は
り
無
縁
で
あ
り
、
顎
の
施
設
は
な
く
、
天
平
期
ま
で
下
し
て
も
よ
い
と
考
え

ら
れ
る
が
、
よ
く
古
制
を
伝
え
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
筑
前
大
分
魔
寺
は
天
台
寺
鐙
瓦
と
椿
市
臆
寺
宇
瓦
、
垂
水
廃
寺
宇
瓦
の
三
者
共
伴
し
た

遺
跡
で
、
以
上
の
臆
寺
以
前
に
比
定
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
大
分
廃
寺
は
「
延
喜
式
」
に
あ
ら
わ
れ
る
伏
見
駅
に
近
く
、
東
に
綱
別
駅
を

（

3
』
（
第
l
図
参
照
）

経
て
田
河
駅
に
通
じ
、
太
宰
府
と
豊
前
国
府
を
連
絡
す
る
捷
路
に
沿
っ
て
い
る
。
こ
の
官
道
を
考
慮
す
る
と
き
豊
前
の
新
羅
系
古
瓦
を
出
す
寺

院
と
連
絡
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
筑
前
に
あ
っ
て
大
分
廃
寺
の
み
が
豊
前
地
方
と
同
一
の
新
羅
系
瓦
を
出
し
、
出
血
前
に
接
近
し
た
地
域
に
あ

た
る
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
所
論
を
要
約
し
て
遺
跡
の
相
対
年
代
を
様
式
展
開
の
順
序
に
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
c

虚

i策

寺

右
の
諸
遺
跡
に
行
わ
れ
た
新
羅
系
瓦
の
年
代
は
虚
空
蔵
寺
、
天
台
寺

天天
口
寺＝台一一空
瓦
宝足 守一

友歪椿
校＝水子！？
瓦廃 j発

窯弐 7
i大
！分
整廃
商店寺
国

分=<i, 

が
そ
の
上
限
で
あ
り
、
遺
跡
及
び
共
伴
資
料
か
ら
白
鳳
期
ま
で
の
ぼ
せ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
υ

そ
の
下
限
は
豊
前
国
分
寺
の
創
建
を
以
っ
て

あ
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
乃
ち
天
平
年
中
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



以
上
に
み
た
豊
前
を
主
体
と
す
る
新
緩
系
古
瓦
は
臼
鳳
後
期
か
ら
奈
良
朝
前
期
に
盛
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
我
国
に
於
け
る
新
経
系

古
瓦
の
行
わ
れ
た
一
般
の
年
代
観
か
ら
す
れ
ば
古
期
に
属
す
る
。
新
羅
系
瓦
当
文
は

ω鐙
瓦
周
緑
に
唐
草
文
を
配
す
る
こ
と
、

ω宇
瓦
の
下
顎

面
に
文
様
を
施
す
こ
と
、

ω鐙
瓦
中
房
の
周
囲
に
雄
説
を
附
す
る
こ
と
の
三
点
で
我
国
奈
良
時
代
の
瓦
当
文
に
受
継
が
れ
、
そ
の
分
布
は
北
は

東
北
か
ら
南
は
九
州
ま
で
の
広
範
聞
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
も
畿
内
よ
り
も
周
辺
地
域
に
見
る
べ
き
も
の
の
多
い
こ
と
は
、
書
紀
や
続
紀
に

伝
え
る
新
羅
帰
佑
人
の
安
置
と
無
関
係
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
九
州
地
方
で
も
奈
良
盛
期
に
は
肥
後
地
方
で
立
軍
（
玉
名
郡
）
、
肥
後
国
的

寺
（
熊
本
市
）
な
ど
に
み
ら
れ
、
平
安
則
に
下
つ
て
は
稲
佐
廃
ず
（
玉
名
郡
）
に
受
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
肥
前
で
も
晴
気
廃
止
寸
（
小
城
郡
）

が
あ
り
、
筑
後
井
上
事
寸
（
三
井
郡
）
、
筑
後
国
信
寺
（
久
南
米
市
）
な
ど
に
も
新
羅
系
文
様
の
要
素
が
入
っ
て
い
る
。
特
に
太
宰
府
地
方
の
都

府
楼
、
観
世
音
寺
、
筑
前
国
分
寺
、
学
業
院
な
ど
に
み
ら
れ
る
新
羅
系
文
様
時
は
注
目
を
あ
つ
め
る
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
様
埠
の

分
布
は
太
宰
府
地
方
の
み
に
限
ら
れ
て
他
地
域
に
及
ん
で
い
な
い
。
こ
の
現
象
は
従
来
云
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
北
九
州
と
半
島
と
の
地
理
的
関

係
の
み
で
説
明
す
る
の
は
不
十
分
で
が
o

筆
者
は
む
し
ろ
当
時
の
愛
読
に
基
つ
く
政
治
的
統
制
の
あ
ら
わ
れ
と
解
し
た
い
。
当
時
の
新
羅

と
北
九
州
と
の
交
渉
を
続
日
本
紀
に
う
か
が
え
ば
、

（

七

在

九

〕

【

刊

｝

天
平
宝
字
三
年
九
月
丁
卯
、
勅
ニ
大
宰
府
一
、
頃
年
新
羅
帰
レ
ル
川
、
舶
蹴
不
レ
絶
、
規
ニ
避
賦
役
之
苦
一
遠
奔
－
一
墳
基
之
郷
一
、
言
念
ニ
其
意
一
、

宣
無
ニ
一
顧
恋
一
、
宜
－
一
再
三
引
問
、
情
願
レ
選
者
、
給
レ
線
放
却
一
、

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
新
羅
か
ら
の
渡
航
者
多
く
、
し
か
も
そ
れ
は
賦
役
の
苦
を
逃
れ
て
来
る
よ
う
な
社
会
的
身
分
の
人
々
で
あ
っ
た
。
彼

等
の
う
ち
に
は
造
瓦
な
ど
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
な
低
い
身
分
の
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
梢
時
代
は
下
る
が
貞
観
十
二
年
（
八
七
一
）
、

大
宰
府
か
ら
差
出
し
た
新
羅
人
潤
清
、
宣
堅
等
が
陸
奥
に
移
さ
れ
た
抱
そ
の
う
ち
「
潤
消
、
長
駕
、
真
平
等
F
L
r
二
郎
以
皆
配
一
、
預
－
一
陸
奥
国

修
理
府
粁
造
託
事
一
、
令
下
長
ニ
其
道
一
者
ム
、
相
従
伝
乱
斗
せ
し
め
て
い
る
。
太
宰
府
に
来
着
し
た
彼
等
新
雑
人
は
「
公
式
令
」
の
規
定
で
は

其
蕃
人
帰
佑
者
、
置
レ
館
供
給
、
亦
不
レ
得
一
一
任
来
往

鐙
前
に
於
け
る
新
経
系
古
瓦
と
そ
の
意
義



豊
前
に
於
け
る
新
総
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
大
宰
府
鴻
踊
館
に
安
置
供
給
さ
れ
、
任
意
に
上
京
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
泊
目
当
時
の
太
宰
府
に
於
げ
る
観
世
音

一一一

寺
そ
の
他
の
大
寺
、
官
街
な
ど
の
造
営
、
修
覆
に
彼
等
の
技
術
が
動
員
さ
れ
た
こ
と
は
察
す
る
に
難
く
な
い

3

而
し
て
、
文
様
噂
の
知
き
特
殊

な
も
の
が
太
宰
府
地
方
に
限
ら
れ
た
の
も
右
の
如
き
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

元
来
、
新
羅
一
統
期
の
文
佑
は
中
国
初
唐
文
佑
の
輸
入
に
基
づ
く
と
こ
ろ
多
く
、
我
国
も
唐
文
ル
仙
の
洗
礼
を
強
く
要
求
す
る
趨
勢
に
あ
っ
た

我
国
の
為
政
者
に
も
恰
好
の
拠
所
を
与
え
た
の
で
あ
り
、

か
ら
、
新
羅
を
通
じ
て
の
交
渉
も
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
新
羅
で
発
達
し
た
護
国
思
組
を
高
揚
す
る
新
羅
仏
教
の
性
格
は
、

こ
れ
が
ま
た
新
羅
系
古
瓦
の
伝
播
に
も
あ
ず
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

註
①
石
田
茂
作
「
古
瓦
よ
り
見
た
日
鮮
文
化
の
交
渉
」
（
伽
藍
論
孜
所
収
）

昭
和
二
十
三
年

②
浜
問
耕
作
・
梅
．
原
末
治
「
新
羅
古
瓦
の
研
究
」
（
京
都
大
学
考
古
学

研
究
報
告
第
十
三
冊
）
昭
和
九
年

③
小
田
「
上
代
に
於
げ
る
大
宰
府
と
豊
前
」
（
九
州
史
学
十
号
）
昭
和

三
十
三
年

①
下
林
繁
夫
「
熊
本
県
下
に
於
け
る
古
代
礎
石
と
古
瓦
」
（
熊
本
県
史

蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
三
冊
所
収
）
大
正
十
五
年

原
因
敏
明
監
修
「
熊
本
県
の
厩
史
」
（
昭
和
三
十
二
年
）

⑤
註
①
所
掲
書
及
び
坂
本
経
露
「
肥
後
国
分
寺
」
（
国
分
寺
の
研
究
下

巻
所
収
）
昭
和
十
三
年

⑤
註
＠
所
掲
「
熊
本
県
の
歴
史
」

四
、
新
羅
系
古
耳
出
現
の
歴
史
的
意
義

⑦
七
回
忠
志
「
肥
前
晴
気
廃
寺
祉
と
九
州
地
方
に
於
け
る
古
瓦
の
一
様

式
に
就
い
て
」
（
考
古
掌
八
巻
四
号
）
昭
和
十
二
年

＠
崎
県
出
泰
典
・
渡
辺
正
気
・
小
田
「
補
附
県
三
井
郡
小
郡
町
の
井
上
廃

寺
及
び
古
瓦
出
土
地
」
（
白
木
考
古
学
協
会
第
二
十
五
回
総
会
研
究
発

表
要
旨
）
昭
和
三
十
五
年

①
三
友
国
王
郎
「
筑
後
国
分
寺
」
〈
国
分
寺
の
研
究
下
巻
所
収
）
昭
和

十
三
一
年

⑬
斉
藤
忠
「
朝
鮮
古
代
文
化
の
研
究
」
一
一
六
一
頁
（
昭
和
十
八
年
）

＠
一
二
代
実
録
、
貞
観
十
二
年
二
月
廿
日
条

⑫
三
代
実
録
、
良
観
十
二
年
九
月
十
五
日
条

⑬
森
克
巳
「
日
宋
貿
易
の
研
究
」
二
十
八
頁
、

（
昭
和
二
十
三
年
）

豊
前
地
方
の
新
羅
系
古
瓦
が
、
我
国
他
地
域
発
見
の
類
品
に
較
べ
て
比
類
な
い
ほ
ど
秀
れ
て
い
る
こ
と
は
、
古
く
関
野
貞
博
士
が
大
分
廃
寺



の
例
に
接
し
て
称
讃
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
内
こ
の
秀
れ
た
造
瓦
技
術
が
単
に
技
術
の
輸
入
、
時
倣
の
み
で
解
釈
出
来
る
も
の
と
し
て
も
、
山

国
川
以
北
の
地
を
主
体
と
す
る
豊
前
北
部
地
域
に
集
約
す
る
分
布
の
片
寄
り
は
説
明
し
つ
く
さ
れ
な
い
。
そ
こ
に
何
ら
か
の
歴
史
的
な
背
最
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
史
料
を
渉
猟
し
て
み
よ
う
。

(I）き
豊
前
国
大
宝
二
年
戸
籍

関
野
貞
「
瓦
」
（
雄
山
閣
版
「
考
古
学
講
座
」
所
収
）
間
相
三
年

正
倉
院
文
書
の
中
に
断
簡
な
が
ら
大
宝
二
年
（
七

O
二
）
の
豊
前
回
一
戸
籍
帳
が
あ
が
っ
こ
こ
に
み
ら
れ
る

戸
口
は
多
く
帰
佑
人
系
民
姓
を
冠
す
る
点
で
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
を
民
姓
別
に
検
討
す
れ
ば
、

上

三

毛

郡

塔

里

奏
部

塔
勝

強
勝

調
勝

梢
勝

橋
勝

灘
波
部

海
部

物
部

勝
大
伴
部

四
九六二

上
三
毛
郡
加
目
久
也
里

「
秦
部

～
河
辺
勝

一
上
日
間
勝

勝
大
伴
部

飛
鳥
戸

耳ハ部
膳
部

浴
部

無
姓

豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

仲

津

郡

丁

里

七一一二四四三六六

秦
部

丁
勝

狭
度
勝

川
辺
勝

内
問
勝

大
照
勝

高
屡
勝

阿
射
弥
勝

黒
間
勝

門
勝

間
部
勝

物
部

車
持
部

鴨
部

大
神
部

日
奉
部

一一三四五三
二二三三四一一一 一三 O五三五一九

一一一一



豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

と
な
っ
て
多
く
は
部
名
を
冠
し
て
い
る
が
、

「
秦
部
」

不無刑春生高綿家主主占Ef;lt膳 中 矢 灘 宗
詳姓部日部桑織部部部守臣臣作波形

部部部 部部部部

四

四
二九一一一一一一一一一一一一二二

・
「
・
・
・
・
勝
」
を
称
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
を
具
体
的
に
示
せ
ば
上
表
の

加｜；砦 i
目｜｜里

久
也

里｜皇｜里
トー｜一一｜一一「一

現
存
全
戸

口

A 

－「

秦
部
L 

ー「

勝目
」ー

姓
戸

口
B 

」ー」ー！一一＿，＿一一l

A 
l己
責す
す
る
B 
の
剖
ム
ロ

名

丁

一
二
九
人

七
四
人

四
八
O
人

一
二
四
人

五
五
人

四
O
O人

ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

J’ 

九
六
・
て
・
：
：
%

七
四
・
三
：
：
：
%

八
三
・
三
：
：
：
%

塔
里
は
山
国
川
の
上
流
、

如
き
結
果
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
戸
籍

断
簡
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
る
史
料
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
部
分
が
「
秦
部
」
或
は

「
・
・
・
勝
」
な
る
帰
化
人
に
関
係
あ
る
氏
の
名

築
上
郡
旧
唐
原
村
、

を
称
し
て
お
る
こ
と
は
、
彼
等
が
帰
佑
人
と
何

旧
友
枝
村
な
ど
に
比
定
さ
れ
て
い



． 

て
、
垂
水
廃
寺
、
友
枝
瓦
窯
が
近
い
。
塔
里
は
「
和
名
紗
」
の
多
布
郷
に
継
承
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
加
目
久
也
里
は
近
時
「
目
」
は
「
自
」

か

し

き

丸

内

・

4
｝

の
誤
り
で
「
和
名
紗
」
の
炊
江
郷
を
宛
て
る
説
が
あ
る
。
旧
山
田
村
及
び
旧
黒
土
村
に
梶
屋
の
地
名
が
残
っ
て
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
当
る

と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
地
域
は
条
里
制
も
施
行
さ
れ
て
い
て
、
早
く
か
ら
計
画
的
村
落
と
し
て
属
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
丁
里
は
現
在
の

京
都
郡
内
に
あ
た
る
が
、
前
二
者
程
所
在
地
を
明
確
に
出
来
な
い
。

と
こ
ろ
で
本
戸
籍
中
最
も
多
い
「
秦
部
」
は
帰
佑
人
秦
民
の
部
名
を
冠
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
元
来
秦
民
は
通
説
に
よ
れ
ば
秦
の
始
皇
帝
の

後
背
で
応
神
天
皇
十
四
年
に
百
二
十
余
県
の
百
姓
を
率
い
て
帰
佑
し
た
弓
月
君
に
始
ま
る
と
守
口
れ
わ
川
町
乙
れ
が
十
分
信
拠
す
る
に
足
ら
ざ
る
こ

と
は
己
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
等
が
機
織
の
業
を
以
て
朝
廷
に
仕
え
た
こ
と
は
次
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。

詔
豪
－
一
秦
部
一
賜
一
一
於
秦
酒
公
－
、

公
伺
領
一
一
率
百
入
十
種
勝
一
奉
－
一
献
庸
調
絹
鎌
一
充
－
一
積
朝
廷
－
、
因
賜
レ
姓
日
三
南
立
麻
佐
一
、

（
雄
略
紀
十

五
年
条
）

天
皇
龍
＝
愛
秦
大
津
父
－
（
中
略
）
乃
令
乙
虹
侍
－
優
髄
日
新
、
大
致
－
一
鏡
富
－
、
乃
レ
至
エ
践
昨
－
拝
－
一
大
離
省
－
（
欽
明
即
位
前
紀
条
）

召
＝
集
秦
人
等
諸
蕃
投
佑
者
－
安
＝
置
国
郡
一
一
嗣
＝
貫
戸
籍
－
、
秦
人
戸
数
惣
七
千
五
十
三
戸
、
以
ニ
大
離
橡
一
為
－
桑
伴
造
－
、

（
欽
明
紀
元
年

八
月
条
）

右
に
よ
れ
ば
、
秦
大
津
父
な
る
者
を
大
離
橡
に
任
じ
、
更
に
秦
伴
造
に
任
じ
て
秦
部
を
管
掌
せ
し
め
た
。

以
上
の
記
載
に
つ
い
て
津
田
博
士
は
「
国
郡
」
・

「
編
貫
戸
籍
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
大
佑
以
後
の
考
案
で
あ
る
こ
と
。

「
七
千
五
十
三

一
戸
」
と
い
う
精
密
な
統
計
が
こ
の
当
時
あ
る
筈
が
な
く
、
ま
た
こ
れ
は
人
口
に
み
つ
も
っ
て
も
三
、
四
万
以
上
に
当
る
か
ら
、
か
よ
う
に
多
く

の
帰
佑
人
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
乙
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
京
し
か
し
朝
廷
の
伴
造
と
な
っ
た
帰
佑
人
の
家
で
も
、

一
般
の
伴
造
と
同

じ
よ
う
に
そ
の
経
済
的
基
盤
に
多
く
の
部
民
を
所
有
し
て
い
た
。
秦
部
が
乃
ち
そ
れ
に
当
る
。
乙
れ
は
秦
民
と
共
に
帰
佑
人
系
民
族
の
双
壁
を

な
す
漢
民
に
も
妥
当
す
る
の
は
次
の
記
事
で
う
か
が
わ
れ
る
。

豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一
二
五



豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一一一六

詔
来
一
一
漢
部
一
定
一
一
其
伴
造
者
一
賜
レ
姓
日
レ
直
（
雄
略
紀
十
六
年
十
月
条
）

右
称
一
一
漢
部
一
者
、
讃
芸
国
漢
人
等
到
来
居
一
一
於
此
処
一
、
故
号
ニ
漢
部
一
、

（
播
磨
風
土
記
・
能
磨
郡
漢
部
里
条
）

す

ぐ

O

A

8

】

次
に
「
・
・
・
・
勝
」
な
る
氏
の
名
を
冠
し
た
一
戸
口
が
あ
る
。
元
来
こ
の
「
勝
」
は
帰
佑
韓
人
の
姓
に
見
ゆ
る
「
村
主
」
で
あ
る
と
云
わ
れ
、

「
勝
」
を
「
ス
グ
リ
」
と
訓
む
向
き
も
あ
る
が
、

「
新
撰
姓
民
録
」
に
よ
る
と
氏
の
名
と
し
て
は
あ
る
が
カ
パ
ネ
と
は
な
っ
て
い
な
い
か
ら

「
勝
」
の
字
で
写
さ
れ
た
語
は
明
か
で
な
い
と
す
る
津
田
博
士
の
反
論
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
秦
民
と
無
関
係
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
秦

民
の
配
下
に
属
す
る
部
民
で
あ
っ
た
と
す
る
点
で
は
異
論
な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
前
掲
雄
略
紀
十
五
年
条
の
「
百
八
十
種
勝
」
は
姓
民

録
に
み
え
る
太
秦
会
宿
弥
（
右
京
諸
蕃
）
条
の
「
百
八
十
種
勝
部
」
と
同
義
に
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
津
田
博
士
は
秦
民
の
部
民
は

「
秦
部
」
と
か
「
秦
人
部
」
の
名
で
存
在
し
な
が
ら
、
別
に
「
勝
部
」
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
は
解
し
難
い
。
秦
氏
が
多
く
の
土
地
民
衆
を
占

有
し
た
の
は
は
じ
め
か
ら
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
事
情
で
漸
次
そ
の
勢
力
を
加
え
て
本
来
自
家
の
部
民
で
な
か
っ
た
も
の
を
も
そ
の
配
下
に
収

め
て
「
勝
部
」
を
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
た
。
ま
た
書
紀
集
解
で
は
「
按
勝
部
勝
荒
優
勝
之
義
、
諸
秦
民
之
中
優
一
一
勝
織
工
こ
と
説
か

れ
て
い
る
c

更
に
井
上
辰
雄
氏
は
「
勝
」
を
民
の
名
と
す
る
者
は
律
令
制
に
於
け
る
郡
司
層
と
し
て
現
わ
れ
る
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ

「
諸
秦
中
優
勝
織
工
」
で
あ
る
と
共
に
秦
民
の
内
部
区
分
た
る
各
部
属
を
統
御
す
る
者
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
た
0
1
）
し
か
し
と
の
秦
氏
の
上
部

構
造
を
構
成
す
る
者
の
一
員
と
す
る
解
釈
は
、
確
か
に
容
認
さ
れ
る
け
れ
ど
も
こ
れ
を
も
っ
て
全
部
を
律
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
結
局
保
留

付
き
で
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
書
紀
集
解
の
説
は
そ
の
拠
所
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
判
断
に
苦
し
む
。
結
局
津
田
博
士
の
説
を
以
っ
て
程

当
と
考
え
る
。
門
脇
禎
ニ
民
は
津
田
説
を
基
本
的
に
認
め
な
が
ら
井
上
説
ぞ
修
正
し
て
「
勝
」
姓
の
も
の
は
秦
氏
の
下
部
組
織
で
あ
る
こ
と

、
土
着
性
が
強
い
乙
と
、
郡
司
屈
に
多
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
伝
統
的
な
在
地
家
族
で
み
の
っ
た
ら
し
い
。
従
っ
て
彼
等
の
共
同
体
を
帰
佑
人
の

移
入
集
団
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
中
央
の
秦
氏
の
強
大
佑
と
共
に
そ
の
配
下
に
入
れ
ら
れ
た
こ
の
地
方
の
共
同
体
構
成
員
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
最
も
当
を
得
た
説
で
あ
ろ
う
。
土
着
性
の
強
い
と
云
わ
れ
る
所
以
は
、

「
勝
」
姓
に
地
名
を
冠
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
も

g 



う
か
が
わ
れ
る
。

塔

勝

調

勝

上

屋

勝

丁

勝

狭

度

勝

大

屋

勝

高

屋

勝

阿
射
弥
勝

「
和
名
紗
」
に
み
え
る
豊
前
の
郷
名
と
照
応
し
、
私
案
を
加
え
れ
ば
、

上
毛
郡
多
布
郷
（
日
塔
里
）

築
城
郡
楠
木
郷

下
毛
郡
上
身
郷
（
？
）

仲
津
郡
丁
里

仲
津
郡
狭
度
郷

下
毛
郡
大
家
郷

仲
津
郡
高
屋
郷

仲
津
郡
砦
見
郷

「
和
名
紗
」
は
梢
後
世
の
成
立
で
あ
り
、
大
宝
二
年
以
降
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
か
ら
郷
制
が
実
施
さ
情
ま
た
「
延
喜
式
」
に

み
え
る
「
諸
国
部
内
郡
里
等
名
、
並
用
ニ
字
必
取
嘉
告
と
い
う
規
定
も
参
考
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
尤
も
郷
制
実
施
の
時
期
に
つ
い
て
は
和
銅

年
間
（
七
O
入

t
七
一
四
）
ま
で
の
ぼ
せ
る
説
が
あ
均
一
り
れ
ど
も
、
大
宝
二
年
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
里
郷
の
交
代
や
名

元
来
、

字
の
異
同
が
右
の
照
合
操
作
に
支
障
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
豊
前
地
方
に
秦
氏
に
関
係
す
る
氏
の
名
を
有
す
る
者
が
存
在

し
た
の
は
、
梢
時
代
の
下
る
史
料
で
は
あ
る
が
次
の
如
、
き
記
載
が
参
考
8
れ
る
。

O
宝
亀
七
年
十
二
月
庚
成
、
現
前
国
京
都
郡
人
正
六
位
上
椿
田
勝
愛
比
（
続
日
本
紀
）

O
延
暦
四
年
正
月
辛
亥
、
以
一
一
外
従
五
位
下
秦
忌
寸
長
足
一
為
一
一
豊
前
介
一
（
同

右

O
延
暦
十
八
年
入
月
丙
成
、
豊
前
国
宇
佐
郡
人
酒
井
勝
小
常
（
日
本
後
記
）

O
天
長
四
年
正
月
丁
亥
、
最
前
国
下
毛
郡
擬
大
領
藤
野
勝
宮
守
（
類
山
県
国
史
巻
五
十
四
、
節
婦
の
項
）

豊
前
に
於
け
る
新
経
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一一一七



豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

;i. 

上
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
上
代
の
豊
前
地
方
に
は
秦
民
を
総
管
者
と
す
る
部
民
の
系
譜
に
連
な
る
集
団
が
村
落
を
形
成
し
て
い
た
乙
と
が
知
ら

れ
た
。
而
し
て
そ
の
名
字
に
地
名
と
関
連
性
を
も
っ
者
が
居
る
こ
と
か
ら
も
、
か
な
り
古
く
か
ら
こ
の
地
方
に
根
を
お
ろ
し
て
繁
街
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
彼
等
が
大
佑
前
代
か
ら
こ
の
地
域
を
占
居
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
大
佑
前
代
に
行
わ
れ
た
と
云
わ
れ
る
三
十
戸
一
里
制
の
条
盟

制
に
基
づ
い
て
こ
の
地
域
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
参
照
さ
れ
よ
う
。

一
般
に
大
佑
後
の
村
落
内
に
あ
っ
て
は
階
級
分
佑
が
み
ら
れ
、
異
分
子
を
含
む
よ
う
に
な
る
の
は
己
に
こ
れ
ま
で
に
も
注
意
さ
れ
て
来
て
い

ふ
噌
豊
前
の
一
戸
籍
に
つ
い
て
み
て
も
、
秦
民
の
部
民
関
係
以
外
の
も
の
が
一
割
乃
至
二
割
程
度
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
等
も
そ
の
姓
か
ら
察
す
る

と
、
す
べ
て
他
民
族
の
民
名
、
或
は
職
業
名
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
郷
戸
内
に
於
け
る
人
員
構
成
を
う
か
が
え
ば
次
表
の
よ
う
に
な

る

f中上
（ （ 

丁
部秦

J:: 塔

塔勝字志

塔 上 戸

勝 津露

毛都知久富~] 

！日』 毛
郡 由 勝

君E 主
馬

丁里 ' 尾麻呂 弥 l岐
麻呂 塔里

手 提 弥 山 名
） ） 

一 直
） 

系

親
五 －ノL、- 九 七

族

一 一 一 傍

系

九 。。 。 親
一 族

寄

一
｜四 。 七 九 l 口

奴

。 。 。。。 解

一 言，－一。 。 入 。
一 一

l~I 三
総

]i. 
五 一 七 言｜・



四

。。

。

四

狭
度
勝
泥
麻
呂

右
の
表
に
よ
れ
ば
、
寄
口
は
傍
系
親
族
と
並
ん
で
各
郷
戸
の
主
な
る
構
成
員
で
あ
り
、
奴
鮮
は
極
め
て
例
外
的
で
あ
る
。
ま
た
戸
主
は
秦
民

の
系
譜
を
引
く
も
の
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
豊
前
の
戸
籍
中
、
郷
戸
の
構
造
を
知
る
例
が
最
も
多
い
の
は
仲
津
郡
丁
里
の
場
合
で
あ

る
。
門
脇
禎
二
民
は
丁
里
の
検
討
を
行
っ
て
、
郷
戸
主
と
房
一
一
戸
主
の
家
族
グ
ル
ー
プ
が
兄
弟
関
係
に
よ
っ
て
結
合
す
る
家
父
長
的
世
帯
共
同
体

【

mv

が
最
も
多
く
、
甥
又
は
従
子
関
係
に
よ
る
も
の
が
こ
れ
に
次
い
で
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
単
婚
家
族
佑
え
の
方
向
が
顕
著
に

な
っ
て
は
い
る
が
、
同
時
に
旧
い
夫
婦
別
居
制
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
世
帯
共
同
体
も
な
お
生
在
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。
し
か
も
ζ

れ
ら

の
家
族
に
配
属
し
て
い
る
寄
口
は
異
姓
、
同
姓
の
別
な
く
多
少
と
も
家
族
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
単
婚
家
族
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

ら
単
婚
家
族
佑
え
の
発
展
的
傾
向
と
同
時
に
、
反
面
で
は
こ
れ
を
強
く
制
約
す
る
旧
形
態
の
家
族
関
係
が
混
在
す
る
と
い
う
共
同
体
構
造
が
豊

前
の
場
合
を
特
徴
ず
け
て
い
る
。
門
脇
民
は
こ
の
原
因
を
狭
障
な
地
域
的
条
件
に
制
約
を
h

つ
け
て
い
る
と
云
わ
れ
、
そ
れ
が
先
に
も
み
た
如

豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一
二
九



豊
前
に
於
け
る
新
緩
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一三
O

く
、
こ
の
地
方
の
郷
戸
主
が
奴
隷
の
集
中
的
所
有
を
な
お
実
現
し
え
な
い
段
階
に
あ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
市
し
て
、

「
先
進
的
な
地
域
的

首
長
は
、
す
で
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
倭
政
権
の
も
と
に
早
く
服
属
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
、
、
五
世
紀
末
な
い
し
、
こ
と
に
は
六
世
紀
前
半
に

お
け
る
帰
佑
人
系
民
族
が
つ
か
み
う
る
の
は
、
そ
れ
ら
後
進
的
首
長
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
評
価
が
秦
民
と
そ
の
服
属
集
団
の
本

質
を
衝
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
帰
佑
人
系
民
族
構
造
も
、
そ
の
他
の
伝
統
的
民
族
の
そ
れ
と
変
り
な
く
、
従
っ
て
大
花
前
代
か
ら
の
共

同
体
的
封
鎖
性
が
強
く
作
用
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
我
々
は
そ
こ
に
秦
民
の
も
つ
個
有
の
文
佑
的
性
格
が
地
域
的
な
普
遍
性
を
一
不

す
こ
と
な
く
、
そ
の
集
団
の
居
住
地
域
に
の
み
展
開
さ
れ
る
場
合
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註
②
大
日
本
古
文
書
巻
一
、
及
び
竹
内
理
三
編
「
寧
楽
遺
文
」
上
巻

③
吉
田
東
伍
「
大
日
本
地
名
辞
書
」

①
米
倉
二
郎
「
東
亜
の
集
落
」
一
五
三
｜
四
頁
（
昭
和
三
十
五
年
）

＠
応
神
紀
十
四
年
二
月
条
「
新
撰
姓
氏
録
」
太
秦
公
宿
繭
（
右
京
諸

蕃
）
条

⑤
関
晃
「
帰
化
人
」
（
昭
和
三
十
一
年
）

⑦
津
田
左
右
吉
「
日
本
上
代
史
の
研
究
」
二
九
頁
（
昭
和
二
十
二
年
）

＠
井
上
通
泰
「
播
磨
風
土
記
新
考
」
二
五
二
｜
五
頁
（
昭
和
六
年
）

＠
太
田
亮
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
第
二
巻
「
村
主
」
及
「
勝
」
の
項
参

照
⑮
津
田
氏
前
掲
書
一
四
五
頁

＠
飯
田
武
卿
「
日
本
書
紀
通
釈
」
（
大
正
十
二
年
）
栗
田
寛
「
新
撰
姓

氏
録
考
証
」
（
明
治
三
十
三
年
）
、
津
田
氏
前
掲
書
一
四
四
頁

⑫
河
村
秀
根
「
書
紀
集
解
」
巻
中
一
四
六
頁
（
昭
和
十
二
年
）

(2) 

豊
前
国
香
春
神
と
採
銅

新
羅
系
の
秀
れ
た
技
法
を
伝
え
る
古
瓦
を
出
し
た
田
川
郡
天
台
寺
祉
の
北
に
そ
び
え
る
香
春
岳
に
つ
い
て

9 

⑬
井
上
辰
雄
「
大
宝
二
年
の
豊
前
国
一
戸
籍
を
め
ぐ
る
諮
問
題
」

史
研
究
二
十
二
号
）
昭
和
二
十
九
年

⑬
門
脇
禎
二
「
日
本
古
代
共
同
体
の
研
究
」
一
四
四
｜
五
頁
（
昭
和
三

十
五
年
）

⑮
出
雲
風
土
記

⑬
民
部
省
式

⑫
曽
我
部
静
雄
「
我
が
律
令
時
代
の
里
と
郷
と
に
つ
い
て
」
（
史
林
三

十
三
巻
五
号
）
昭
和
二
十
五
年
、
同
「
我
が
国
の
郷
制
実
施
の
時
期
に

つ
い
て
」
（
日
本
歴
史
九
六
号
）
昭
和
三
十
一
年

⑬
米
倉
氏
前
掲
脊
一
五
四
頁
及
び
二
ハ
四
｜
九
頁

⑬
藤
間
生
大
「
日
本
古
代
国
家
」
（
昭
和
二
十
一
年
）

＠
門
脇
民
前
掲
書
二
二
五
l
七
頁

⑧

同

前

一

一

二

八

l
九
頁

②

同

前

一

四

一

頁

（
日
本



次
の
如
、
き
「
豊
前
風
土
記
」
の
逸
文
が
あ
る
。

豊
前
風
土
記
日
、
田
川
郡
鹿
春
郷
、
昔
者
新
羅
国
神
白
度
到
来
、
住
此
川
原
、
便
即
名
目
鹿
春
神
、
（
釈
日
本
紀
巻
十
）

ま
た
「
延
喜
式
」
巻
十
「
神
名
帳
」
に
よ
れ
ば
田
川
郡
所
在
の
神
社
三
座
の
う
ち
に
「
辛
国
息
長
大
姫
大
目
命
神
社
」
が
あ
る
。

「
太
宰
管

内
志
」
は
「
加
羅
久
爾
於
支
奈
我
於
保
米
能
美
許
登
」
の
訓
を
あ
て
、

「
御
名
ノ
義
、
辛
国
は
新
羅
国
よ
り
来
ま
せ
る
神
な
れ
ば
負
せ
た
る
べ

レ
」
と
説
い
て
い
る
。
乃
ち
、
管
内
志
の
説
明
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
香
春
岳
に
古
く
か
ら
新
羅
神
が
奉
閲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
地
域
に
少
く
と
も
奈
良
時
代
に
蕃
神
が
悶
ら
れ
て
い
た
背
後
に
は
帰
佑
人
系
民
族
の
存
在
が
考
え
ら
れ
、
秦
氏
と
の
関
係
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
古
く
香
春
岳
に
杷
ら
れ
た
蕃
神
は
、
延
暦
年
中
最
澄
が
渡
唐
に
際
し
て
航
海
の
平
穏
を
祈
っ
て
か
ら
最
澄
と
香

（勾｝

春
神
の
関
係
が
諸
書
に
承
継
が
れ
て
著
名
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

承
和
四
年
（
八
三
七
）
、
大
宰
府
は
香
春
神
の
信
仰
に
つ
い
て
次
の
如
く
言
上
し
て
い
る
。

太
宰
府
言
、
管
豊
前
園
田
河
郡
香
春
与
神
、
辛
国
息
長
火
姫
大
目
命
、
忍
骨
命
、
豊
比
昨
命
、
惣
是
三
社
（
中
略
）
毎
レ
有
ニ
水
皐
疾
疫
之
究
－

郡
司
百
姓
就
レ
之
祈
薦
、
必
蒙
ニ
感
応
二
年
登
人
寿
、
異
ニ
於
他
郡
二
望
預
ニ
宮
社
二
以
表
一
一
起
訴
一
胴
一
許
レ
之
、

（
続
日
本
後
紀
・
承
和
四
年
十
二

月
庚
子
条
）

し
て
い
た
の
は
、

香
春
岳
は
南
か
ら
北
に
一
ノ
岳
、
二
ノ
岳
、
ゴ
ア
岳
と
称
し
、
香
春
神
社
は
一
ノ
岳
山
麓
に
鎮
座
す
る
。
特
に
三
ノ
岳
に
は
古
来
銅
を
産
出

「
最
前
風
土
記
」
逸
文
に
「
第
三
峰
有
一
一
銅
並
黄
楊
龍
骨
笥
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
東
麓
に
は
田
川
郡

採
銅
所
村
が
あ
り
、
近
世
ま
で
採
鉱
が
行
わ
れ
て
い
た
。
す
で
に
銅
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
奈
良
時
代
前
後
に
は
採
鉱
が
行
わ
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
っ
て
元
慶
二
年
（
人
七
人
）
、
大
宰
府
を
し
て
豊
前
国
規
短
郡
の
銅
を
採
ら
し
む
べ
き
詔
が
下
つ
岡
山
乙
れ
が

香
春
岳
の
採
鉱
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
ム
ル
更
に
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
、
破
銅
手
一
人
、
掘
穴
一
人
を
豊
前
国

採
銅
使
の
許
に
送
っ
て
豊
前
国
民
に
其
の
術
を
習
わ
し
め
て
い
向
山
か
よ
う
に
、
古
代
に
於
け
る
香
春
岳
の
採
銅
は
中
央
で
も
注
目
、
芯
れ
て
い

豊
前
に
於
け
る
新
緑
系
古
瓦
と
そ
の
意
議

一



豊
前
に
於
け
る
新
経
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一
一

た
。
「
延
喜
式
」
の
規
定
の
う
ち
に
、

O
凡
鋳
銭
年
料
銅
鉛
者
、
備
中
国
銅
八
百
庁
、
長
門
国
銅
二
千
五
百
十
六
斤
十
両
二
分
四
錦
、
鉛
千
五
百
十
六
斤
十
両
二
分
四
妹
、
豊
前

国
銅
二
千
五
百
十
六
斤
十
両
二
分
四
妹
、
鉛
千
四
百
斤
毎
年
操
送
、
即
以
一
一
鋳
銭
司
収
文
一
進
レ
官
、
下
一
一
下
司
一
令
レ
勘
ニ
会
税
帳
一

O
凡
備
中
、
長
門
、
豊
前
国
操
一
一
銅
鉛
一
料
稲
、
斤
別
充
三
ニ
束
九
把
六
分
五
毛
五
厘
一

（
以
上
主
税
式
上
）

と
み
え
て
い
て
、
平
安
時
代
に
於
け
る
鋳
銭
の
原
料
は
、
豊
前
、
長
門
か
ら
産
出
す
る
銅
鉛
が
我
国
産
額
の
殆
ん
ど
全
部
を
占
め
て
い
る
。

上
代
に
於
け
る
産
業
開
発
に
帰
化
人
系
民
族
の
技
術
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
来
た
の
は
記
録
に
も
屡
々
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
秦
民
と
香

春
岳
の
採
銅
と
新
羅
神
の
奉
把
の
三
者
は
一
連
の
事
業
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
み
の
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
香
春
神
の
性
格
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

【幻）

る
如
く
、
鉱
業
神
的
意
義
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註
⑫
鏡
山
猛
「
日
唐
交
通
と
新
羅
神
の
信
仰
）

三
年

⑫
太
宰
管
内
志
「
豊
前
之
三
」

縁
起
」

（
史
淵
十
八
穏
）
岡
和
十

⑧
三
代
実
録
・
一
苅
慶
二
年
三
月
五
日
条

＠
三
代
実
録
・
仁
和
元
年
三
月
十
日
条

＠
半
田
康
夫
「
秦
氏
と
そ
の
神
」
（
医
史
地
理
八
十
二
巻
三
号
）
昭
和

十
八
年

「
杉
坂
山
」
の
項
所
引
「
香
春
神
社
古

(3) 

観
世
音
寺
鐘
と
妙
心
寺
鐘

筑
前
観
世
音
寺
と
京
都
府
妙
心
寺
の
党
鐘
は
、
形
状
、
全
体
の
釣
合
、
法
量
等
が
酷
似
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
両
鐘
の
製
作
年
時
の
接
近
し
て
い
る
こ
と
が
屡
々
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
撞
座
に
つ
く
ら
れ
た
蓮
華
文
様
や
上
、
下
帯
の
唐
草
文
様
の

（お｝

手
法
に
新
羅
系
古
瓦
の
そ
れ
と
相
似
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
を
ひ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
類
似
は
両
鐘
を
殆
ん
ど
同
じ
時
期
に
、
或

は
同
じ
ヱ
房
で
製
作
さ
れ
た
兄
弟
鐘
で
あ
ろ
う
と
考
え
し
む
る
に
至
っ
た
。

先
ず
撞
座
は
、
中
一
房
大
き
く
、
中
に
十
九
頼
の
蓮
子
を
入
れ
、

中
房
の
外
周
に
雄
訴
を
表
現
し
、

複
弁
十
二
葉
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
次
に

上
、
下
帯
の
唐
草
文
は
、
撞
座
の
場
合
程
両
鐘
の
極
似
性
は
な
い
。
勿
論
全
体
的
に
は
共
通
す
る
意
図
が
感
得
さ
れ
る
け
れ
ど
も
詳
細
な
観
察



第5図観悦音寺党鐘文様

(l－から ffi'i座・上帯・下帯，但し右~llH車
座は妙J心寺例）

を
行
え
ば
両
鐘
の
差
違
は
小
さ
く
な
い
。
観
世
音
寺
鐘
の
場
合
、
上
帯
で
は
一
個
の
忍
冬
文

の
正
形
が
あ
り
、

乙
れ
を
中
心
飾
と
し
て
左
右
に
連
続
波
状
唐
草
文
を
派
出
せ
し
め
た
均
正

唐
草
文
の
様
式
を
と
る
。
ま
た
下
帯
で
は
、
忍
冬
文
の
正
形
か
ら
右
側
に
の
み
流
れ
る
蔓
草

に
よ
っ
て
次
の
忍
冬
文
の
正
形
に
連
接
し
、
こ
の
よ
う
な
単
位
文
様
を
十
四
回
繰
返
し
て
鐘

身
を
一
周
す
る
。
妙
心
寺
鐘
の
場
合
で
は
、
右
か
ら
左
に
流
れ
る
連
続
波
状
唐
草
文
で
、
そ

の
手
法
は
虚
空
蔵
寺
祉
の
宇
瓦
に
類
似
し
た
文
様
で
あ
る
。
上
帯
、
下
帯
共
に
乙
の
特
徴
を

示
し
て
い
る
が
、
上
帯
の
文
様
の
方
が
一
段
と
古
瓦
の
文
様
に
接
近
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
両
鐘
が
新
羅
系
古
瓦
の
文
様
上
の
類
似
と
共
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
妙

心
寺
鐘
の
内
壁
に
腸
鋳
さ
れ
た
次
の
銘
文
で
あ
る
。

戊
成
年
四
月
十
三
日
壬
寅
収
糟
屋
評
造
春
米
連
広
国
鋳
鐘

こ
の
「
戊
成
年
」
が
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
に
当
る
こ
と
は
同
年
「
四
月
十
三
日
」

【却｝

の
干
支
が
「
壬
策
」
と
合
う
と
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
狩
谷
被
斎
に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
、
ま
た
山
田
孝
雄
博
士
は
「
収
」
な
る
字
に
つ
い
て
考
証

し
、
天
平
十
八
年
及
び
二
十
一
日
ヰ
の
具
注
暦
を
使
用
し
て
、

こ
れ
は
暦
の
中
段
の
一
で
あ
り
、
こ
の
日
が
祭
問
、
築
造
に
関
す
る
吉
日
で
あ
る

｛却｝

こ
と
。
四
月
に
於
け
る
収
は
寅
の
日
に
当
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
一
。

次
に
「
糟
屋
評
造
」
に
つ
い
て
狩
谷
械
斎
は
筑
前
国
糟
屋
郡
に
比
定
し
て
「
評
」
は
「
郡
」
字
に
代
る
使
用
で
あ
る
と
説
い
た
。

し
か
し

「
評
」
な
る
行
政
区
劃
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
近
年
乙
の
「
郡
」
と
「
評
」
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で

一
瞥
し
て
お
こ
う
。
先
ず
井
上
光
貞
民
は
「
評
」
字
の
み
え
る
史
料
を
検
討
し
て
次
表
の
如
く
整
理
さ
れ
、
郡
系
統
の
語
が
大
宝
令
に
よ
っ
て

き
ま
っ
た
と
す
る
大
宝
令
始
用
説
を
出
さ
れ
お
こ
れ
に
対
し
て
田
中
卓
氏
は
山
大
佑
前
の
「
郡
」
字
使
用
は
一
切
認
め
難
い
こ
と
、

ω大
化

説
前
に
於
け
る
新
緑
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一
一一一一



豊前に於ける新羅系古瓦とその意義

大 近 大

宝 江

τZ』コ ぷ広，，. 化

郡

郡 評 評
0) 

昔日
法

ー』一一

大 評 督 長’／i,f 

の

領 督 領 法記

少 助 助 次官

の

領 督 督 法記

四

以
後
と
い
え
ど
も
「
評
」
字
が
「
郡
」
字
に
先
行
す
る
こ
と
、

ωそ
の
移
行
期
は

大
宝
元
年
で
あ
る
こ
と
、

ω
「郡」

・
「
評
」
併
用
説
も
認
め
難
い
こ
と
、
川
郡

司
の
名
称
も
大
宝
以
前
に
は
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
説
か
れ
い
官
ま
た
板

橋
倫
行
民
は
「
竹
生
嶋
縁
起
」
の
押
勝
の
乱
を
記
し
た
条
に
「
高
島
評
」
と
あ
る

の
を
あ
げ
て
、
交
遥
不
便
の
地
で
は
こ
の
頃
ま
で
「
評
」
字
を
使
用
し
た
こ
と
を

説
か
れ
協
「
以
上
の
諸
説
は
、
は
じ
め
「
評
」
字
が
「
郡
」
字
に
先
行
し
て
用
い
ら
れ
、

「
郡
」
と
同
義
に
考
え
て
い
る
点
で
は
異
論
な
い
。

而
し
て
当
時
の
朝
鮮
半
島
で
我
国
の
郡
相
当
の
行
政
区
劃
に
注
意
を
む
け
て
み
れ
ば
、
幸
い
に
も
半
島
と
の
関
連
で
「
郡
」
と
「
評
」
を
説
い

た
も
の
に
曽
我
部
静
雄
博
士
の
論
文
が
あ
ぬ
v

乃
ち
「
我
が
コ
ホ
リ
の
制
度
は
中
国
か
ら
直
接
に
伝
来
し
た
も
の
と
、
三
韓
か
ら
来
た
も
の
と

の
二
系
統
が
あ
る
（
中
略
）
即
ち
中
国
系
が
郡
で
あ
り
、
三
韓
系
が
評
で
あ
る
」
と
説
か
れ
、
半
島
の
例
と
し
て
次
の
史
料
を
あ
げ
ら
れ
た
。

ω其
俗
呼
レ
城
回
一
一
建
牟
羅
一
、
其
巴
在
レ
内
日
－
一
啄
評
－
、
在
レ
外
日
＝
邑
勅
－
、
亦
中
国
之
言
ニ
郡
県
一
也
、
固
有
一
一
六
啄
仲
・
五
十
二
邑
肋
一
、

（
梁
書
巻
五
四
新
羅
伝
）

ω其
王
好
修
－
一
王
宮
一
、
都
ニ
平
壌
城
一
、
亦
日
ニ
長
安
城
一
（
中
略
）
復
有
一
一
内
部
五
部
樗
薩
一
、

ω都
一
一
於
平
壌
城
二
亦
日
ニ
長
安
城
一
（
中
略
）
復
内
評
外
評
五
部
袴
薩
、

（
北
史
巻
九
四
高
句
麗
伝
）

（
惰
書
巻
入
一
高
麗
伝
）

ま
た
任
那
に
於
い
て
も
「
評
」
な
る
区
劃
名
が
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
次
の
史
料
を
あ
げ
ら
れ
た
。

毛
野
臣
聞
二
百
済
兵
来
一
迎
討
一
一
背
手
間
附
一
盟
跡
（
継
体
紀
二
十
四
年
九
月
条
）

か
く
て
三
韓
で
は
「
評
」
な
る
語
が
中
国
の
郡
県
と
同
義
に
用
い
ら
れ
、
我
国
に
も
普
遍
佑
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
唐
制
を
と
り
入
れ
た
大

ル
仙
改
新
に
よ
っ
て
「
郡
」
な
る
コ
ホ
リ
が
制
度
ル
泊
さ
れ
た
と
結
論
し
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ
て
両
鐘
の
文
様
に
新
羅
系
古
瓦
文
様
と
の
類
似
を
た
ど
り
、
銘
文
に
も
半
島
系
の
用
字
を
み
る
ζ

と
が
出
来
た
。
市
し
て
、
豊



& 

前
の
新
羅
系
古
瓦
中
、
最
も
古
式
に
編
年
し
た
虚
空
蔵
寺
、
天
台
寺
の
例
は
、
妙
心
寺
鐘
の
年
号
銘
に
よ
っ
て
、
文
武
天
皇
二
年
ま
で
上
限
年

時
を
の
ぼ
せ
う
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
後
に
こ
の
鋳
鐘
の
場
所
、

そ
れ
に
参
加
し
た
人
々
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
両
鐘
が
北
九
州
の
地
で
製
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
妙

心
寺
鐘
の
銘
文
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
春
米
民
は
仁
徳
朝
頃
か
ら
摂
津
固
に
居
住
し
、
六
世
紀
の
磐
井
の
叛
乱
頃
か
ら
筑
前
粕
屋
郡
に
も
住

む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ

M
r
妙
心
寺
鐘
は
そ
の
族
長
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
最
近
の
阿
曇
民
に
関
す
る
研
究
で
は
、
北

九
州
に
新
羅
仏
教
を
持
込
み
、
更
に
畿
内
に
伝
え
た
の
も
こ
の
民
族
の
仕
事
で
あ
る
と
云
わ
市
観
世
音
寺
鐘
が
阿
曇
民
の
鋳
造
に
よ
る
か
ど

う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
新
羅
系
帰
佑
人
の
鋳
鐘
技
術
を
仰
い
だ
と
考
え
る
乙
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
観
世
音
寺
鐘
の
口
辺
底
面
に
「
上
三

毛
」
の
刻
銘
あ
る
乙
と
は
古
く
中
山
平
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
恰
乙
れ
は
大
宝
二
年
豊
前
国
戸
籍
を
参
照
し
て
上
三
毛
郡
を
指
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
明
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
鋳
鐘
に
豊
前
の
棄
民
の
一
族
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
先
に
も
み
た
如
く
、
秦
民
は
豊
前
の

採
銅
事
業
に
も
関
係
し
て
お
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
更
に
そ
の
原
料
を
使
用
し
て
鋳
鐘
す
る
技
術
を
所
有
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
さ
し
て

困
難
で
は
あ
る
ま
い
。
更
に
「
日
本
書
記
」
天
武
天
皇
十
一
年
（
六
八
三
）
四
月
の
条
に
は
筑
紫
太
宰
丹
比
真
人
嶋
等
が
大
鐘
を
貰
っ
た
と
い

う
記
載
が
あ
る
。
文
武
二
年
を
さ
か
の
ぼ
る
十
五
年
前
で
あ
る
。
乃
ち
白
鳳
期
に
少
く
と
も
三
鐘
が
北
九
州
で
鋳
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

当
時
の
我
国
で
は
鋳
鐘
の
業
が
数
少
い
事
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
等
闘
に
さ
れ
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

設
⑧
坪
井
良
平
「
党
鐙
」

年
⑧
「
古
京
遺
文
」
（
日
本
古
典
全
集
狩
谷
椴
斎
集
第
九
）

⑨
山
田
孝
雄
「
妙
心
寺
鎖
名
考
」
（
「
古
京
遺
文
」
附
録
所
収
）

＠
井
上
光
貞
「
郡
司
制
度
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」
（
古
代
学
一
巻
二

号
）
昭
和
二
十
七
年

（
雄
山
閑
版
「
考
古
学
講
座
」
所
収
）
昭
和
三

＠
田
中
卓
「
郡
司
制
の
成
立
」

一
一
）
昭
和
二
十
八
年

史
学
雑
誌
六
三
巻
五
号
「
一
九
五
三
年
の
回
顧
と
展
望
」
昭
和
二
十

九
年

⑧
板
橋
倫
行
「
竹
生
島
縁
起
と
評
郡
論
争
」

和
二
十
八
年

（
社
会
問
題
研
究
ニ
ノ
四
、
三
ノ
一
・

（
臼
本
歴
史
六
三
号
）
昭

豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
議

一
三
五



豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一一二六

⑧
曽
我
部
静
雄
「
日
本
古
代
の
郡
と
評
」

二
十
八
年

⑧
鶴
岡
静
夫
「
飛
鳥
仏
教
の
検
討
」

豆
年

（
日
本
厩
史
六
十
号
）
昭
和

⑧
中
山
平
次
郎
「
観
世
音
寺
の
党
鐘
」

正
五
年

⑨
筑
紫
豊
「
筑
紫
観
世
音
寺
鐘
の
陰
刻
銘
『
上
三
毛
』
に
つ
い
て
」

（
大
和
文
化
研
究
二
巻
五
号
）
昭
和
二
十
九
年

（
考
古
学
雑
誌
七
巻
五
号
）
大

（
南
都
仏
教
第
八
号
）
昭
和
三
十

× 

× 

× 

豊
前
の
新
離
系
古
瓦
に
端
を
発
し
て
、
こ
れ
ら
古
瓦
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
背
後
に
、
秦
民
に
服
属
す
る
帰
化
人
系
集
団
の
存
在
、
銅
山
の

開
発
、
仏
教
文
化
え
の
貢
献
な
ど
を
記
録
、
遺
物
の
両
面
か
ら
追
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
豊
前
に
於
け
る
秦
民
の
活
動
が
大
佑
以
前
に
さ
か
の

ぽ
り
う
る
こ
と
。
新
羅
系
仏
教
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
な
ど
が
推
察
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
特
に
乙
の
地
域
に
於
け
る
新
羅
系
仏
教
の
初

現
を
古
瓦
に
徴
す
れ
ば
、
虚
空
蔵
寺
、
天
台
寺
の
資
料
を
あ
て
る
べ
く
、
妙
心
寺
鐘
の
銘
文
に
よ
っ
て
少
く
と
も
文
武
二
年
（
六
九
八
）
ま
で

の
ぼ
せ
う
る
。
而
し
て
遺
物
の
方
面
か
ら
乙
れ
を
新
羅
系
仏
教
受
容
の
上
限
と
考
え
る
こ
と
は
基
本
的
に
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
対
ω

ま
た
白
鳳

期
の
仏
教
を
秦
民
と
新
羅
仏
教
と
の
関
連
で
理
解
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
飛
鳥
期
の
仏
教
を
百
済
仏
教
と
規

定
し
、
こ
れ
を
白
鳳
期
日
新
羅
仏
教
と
い
う
形
で
対
置
す
る
場
合
に
は
考
慮
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
新
羅
系
瓦
出
土
遺
跡
の
と
こ
ろ

に
も
触
れ
た
如
く
、
素
弁
八
葉
鐙
瓦
を
伴
出
す
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
は
百
済
末
期
の
様
式
を
受
け
た
古
瓦
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、

遺
物
の

面
か
ら
白
鳳
期
の
仏
教
を
規
制
す
る
な
ら
ば
百
済
仏
教
に
新
羅
仏
教
が
加
わ
る
と
考
え
る
方
が
よ
り
妥
当
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
九
州

に
於
け
る
両
系
古
瓦
の
そ
の
後
の
展
開
か
ら
み
れ
ば
、
使
用
年
代
の
長
さ
、
分
布
の
広
さ
に
於
い
て
百
済
系
古
瓦
の
方
が
は
る
か
に
凌
駕
し
て

、・3
0

、，v
u
d’hv

、
豊
前
に
於
け
る
秦
氏
の
文
化
が
最
も
半
島
色
を
濃
厚
に
発
揮
し
た
の
は
山
国
川
以
北
の
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
は
古
来
大
和
朝
廷
が
九

州
支
配
の
拠
点
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
特
に
秦
氏
が
豊
前
の
こ
の
地
域
に
拠
る
こ
と
と
な
っ
た
背
後
に
は
、
朝
廷
の
九
州
経
営
の
意
図
を
受
け
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
等
が
大
化
以
前
に
こ
の
地
域
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
が
、
そ
の
契
機
は
磐
井
の
叛
乱
後
に
行
わ
れ
た
九

8・



州
支
配
の
強
佑
、
再
編
成
と
い
う
政
治
的
経
過
の
う
ち
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

乃
ち
、

継
体
天
皇
二
十
二
年
（
五
二
人
）
、
筑
、
豊
、

火
の
諸
国
に
掩
操
っ
て
叛
乱
し
た
筑
紫
国
造
磐
井
が
諒
せ
ら
れ
る
と
、
安
閑
天
皇
二
年
（
五
三
五
）
五
月
に
は
諸
国
に
屯
倉
が
設
置
さ
れ
た
コ

九
州
le. 
置
か
れ
Tこ
屯
禽
は
次
の
戸、

春主我晶大Z肝か桑4膳み鎌2穂ほ f翌
日が鹿か抜？等と原号碕3 波2モ
部ペ 、 屯 あ

屯屯屯屯屯屯 屯モ

倉倉倉倉倉倉倉倉

厄盆釜皇室露員安
後前前前前前前前
園田企京築企嘉嘉
託川救都上救穂穂
麻郡郡郡郡郡郡郡
部〕貫苅）門））
））田司

筑

紫

国

豊

国

火

国

以
上
の
如
く
、
屯
倉
の
分
布
は
か
つ
て
磐
井
が
掩
醸
し
た
地
域
に
設
置
さ
れ
、
特
に
豊
国
の
五
屯
倉
は
後
の
豊
前
、
し
か
も
山
国
川
以
北
の

地
域
に
集
中
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
筑
紫
国
の
ニ
屯
倉
も
豊
前
に
接
し
た
後
の
嘉
穂
郡
に
置
か
れ
て
お
り
、
穂
波
郡
に
は
大
分
廃
寺
が

在
る
。
ま
た
、
官
軍
に
追
わ
れ
た
磐
井
は
豊
前
国
「
上
膳
県
」
に
逃
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
匂
乙
れ
は
上
三
毛
郡
に
ぎ
。
こ
の
よ
う
に

豊
前
、
筑
前
に
於
け
る
屯
倉
の
分
布
と
新
羅
系
古
瓦
の
そ
れ
が
重
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
両
者
は
秦
氏
の
活
動
を
媒

介
に
し
て
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
屯
倉
の
経
営
に
帰
佑
人
の
活
滋
な
動
き
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
注
意
さ
れ
て
い
る
明
そ
の
実
際
の

衝
に
当
っ
た
の
は
蘇
我
民
や
秦
民
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
れ
い
き
す
れ
ば
豊
前
に
於
け
る
秦
民
の
移
入
も
屯
倉
設
置
の
六
世
紀
前
半
代
に
求
む
ベ

く
、
国
家
的
背
景
の
下
に
秦
氏
個
有
の
文
佑
が
移
植
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
こ
の
地
域
の
屯
倉
経
営
に
際
し
て
実
際
の
管
掌
者
的
地
位

豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一
三
七



豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

i¥ 

に
在
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
「
日
本
書
紀
」
に
伝
え
る
仏
教
公
伝
以
前
に
於
い
て
、
未
だ
「
伽
藍
」
と
し
て
の
仏
教
に
先
行
し
て
「
草
堂
」
と
し
て
の
仏
教
が

行
わ
れ
た
段
階
を
想
定
す
る
考
え
方
が
あ
匂
特
に
北
九
州
の
地
域
で
は
半
島
と
接
触
す
る
機
会
が
多
い
の
で
そ
の
公
算
も
特
に
大
き
い
で
あ

ろ
う
。
各
地
の
族
長
層
の
聞
に
任
意
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
は
な
い
。

「
伽
藍
」
仏
教
の
行
わ
れ
た
初
期
の
段
階
で
は
未

だ
地
方
に
於
け
る
仏
宇
の
普
及
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
豊
前
、
豊
後
方
面
の
仏
教
は
古
い
伝
統
を
示
し
て
い
る
か
に
思

わ
れ
る
。
用
明
天
皇
二
年
（
五
八
七
）
、
皇
弟
穴
穂
部
皇
子
が
「
豊
国
法
師
」
な
る
も
の
を
宮
中
に
招
い
た
が
、
彼
は
そ
の
名
称
か
ら
も
察
せ
ら

れ
る
如
く
、
豊
国
の
出
自
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
大
宝
三
年
（
七
O
三
）
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
「
続
紀
」
に
あ
ら
わ
れ
る
僧
法
蓮
は
医

「
宇
佐
君
」
の
姓
を
賜
わ
っ
て
お
り
、
乙
れ
も
豊
前
の
出
自
で
あ
九

r。
彼
等
の
活
動
は
中
央
と
は
関
係
な
く
在
地
的
な
性

術
を
よ
く
し
て
、

格
が
強
い
こ
と
を
読
み
と
れ
る
。
乙
れ
は
秦
民
の
性
格
と
も
通
じ
て
い
て
、
秦
民
と
親
近
関
係
を
も
っ
新
羅
仏
教
が
こ
の
地
域
に
定
着
し
え
た

歴
史
的
条
件
と
も
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
彼
等
が
仏
教
文
化
の
面
で
も
個
性
を
発
揮
出
来
た
の
は
大
宰
府
が
設
置
さ
れ
て
九
州
総
管
体
制

を
確
立
す
る
ま
で
の
期
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
は
豊
前
国
分
寺
の
古
瓦
資
料
を
下
限
に
お
さ
え
た
如
く
、
律
令
体
制
の
強
佑
を
背
景
に
も
つ

国
分
寺
創
設
の
事
業
に
よ
っ
て
、
大
宰
府
文
佑
が
穆
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
天
平
時
代
に
求
め
ら
何
か
。
乙
の
後
、
新
羅
系
古
瓦
を
も
っ
て
代

表
し
た
豊
前
北
部
の
個
性
的
な
文
佑
は
影
を
ひ
そ
め
、
代
っ
て
大
宰
府
系
古
瓦
が
こ
の
地
に
も
普
及
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
豊

前
に
於
け
る
秦
民
の
果
し
た
歴
史
的
役
割
も
終
了
し
た
と
云
え
よ
う
。
新
羅
系
古
瓦
の
消
長
の
上
に
以
上
の
よ
う
な
意
義
を
認
め
る
と
き
、
そ

れ
は
考
古
学
上
の
素
材
か
ら
歴
史
学
の
資
料
に
昇
華
で
き
る
で
金
の
ろ
う
。

註
⑧
平
野
邦
雄
「
秦
氏
の
研
究
（
一
）
」
（
史
学
雑
誌
第
七
十
編
三
号
）
昭

和
三
十
六
年

⑧
筑
後
風
土
記
逸
文
へ
釈
日
本
紀
巻
十
三
述
義
九
「
筑
紫
国
造
磐
井
」

条）

⑩
門
脇
禎
二
「
古
代
国
家
と
天
皇
」
（
昭
和
三
十
一
日
ヰ
）

⑥
門
脇
禎
二
「
日
本
古
代
共
同
体
の
研
究
」
一
四
二
頁
昭
和
三
十
五
年

⑫
林
屋
辰
三
郎
「
継
体
・
欽
明
朝
内
乱
の
史
的
分
析
（
「
古
代
国
家
の

解
体
」
所
収
）
昭
和
三
十
二
年

ゐ〕



⑬
小
田
「
宇
佐
弥
鈎
神
宮
寺
成
立
の
背
景
」

三
十
二
年

（
九
州
史
学
六
号
）
昭
和

⑬
小
田
「
上
代
に
於
げ
る
大
宰
府
と
豊
前
」
（
九
州
史
学
十
号
）

三
十
三
年

！問
稿l

（
あ
と
が
き
）

本
稿
は
岡
和
三
十
一
年
に
書
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
手
を
入
れ
て
み
る
と
、
そ
の
後
、
本
稿
に
関
連
し
た
論
文

も
発
表
さ
れ
て
い
て
補
筆
の
必
要
を
感
じ
た
の
で
、
新
し
い
研
究
成
果
を
出
来
る
だ
け
取
り
入
れ
る
よ
う
に
留
意
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
本
稿

に
使
用
し
た
古
瓦
資
料
の
採
訪
に
際
し
て
は
、
賀
川
光
夫
、
中
尾
青
樹
、
吉
田
良
介
、
原
口
信
行
、
定
村
責
二
、
安
倍
芳
一
、
古
賀
武
夫
、
花

村
利
彦
、
青
柳
頼
吉
氏
等
の
御
好
意
を
う
け
た
。
或
は
資
料
の
呈
供
に
、
或
は
遺
跡
の
測
量
調
査
に
数
々
の
御
援
助
を
賜
わ
っ
た
。
明
記
し
て

謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
使
用
の
附
図
作
成
に
は
、
筆
者
多
忙
の
た
め
、
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室
の
扇
久
嗣
郎
君
を
わ
ず
ら

わ
せ
た
。
併
せ
て
感
謝
申
上
げ
る
。

（
昭
和
三
十
六
、
四
、
二
十
七
）

豊
前
に
於
け
る
新
田
植
系
古
瓦
と
そ
の
意
義

一
三
九
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Ancient Tiles of Sillan (frli) Origin in 

Bu-zen ( :S: 14iJ) and its Meaning 

Fujio ODA 

There are some special ancient tiles of Sillan style in Buzen district 

which is located north -eastern part of Kyushu. Examples were 

found at six temple ruins and two tile-oven ruins, the popular period 

of which covered from the end of 7th century to the middle of 8th 

century. 

Moreover (I) many family name of naturalized were found in the 

family register of Buzen country in the year of Taiho (:A'.i:) the 2nd, 

(A. D. 702) which remains in Shoso-in. GE:s~) (2)At Mt. Kawara­

dake (~~£@) of Buzen country, a Sillan god was enshrined, and a 

cupper-mining was engaged. (3) Both the Bell of Kanzeon-ji (lW.tttif'ij') 

(Fukuoka Prefecture) and the Bell of Myoshin-ji (~j;iC,v~'.11) (Kyoto 

Prefecture) were built at the same time in the Northern Kyushu, and 

have much in common. Both have ornaments of Sillan origin and the 

building of the former was took part bypersons of Buzen district, and 

the latter bore the date of A. D. 698. 

From the above three, it comes that these ancient tiles of Sillan 

origin are the remainsof Buddhist culture, brought forth by the Hata 

(~) clan who were naturalised and setteld there. The period of 

their imigration there was, it is guessed, the middle of 6th century 

when the Yamato C*fll) government established Miyake(i:tI,:§:), (district 

under her direct control) with the view of strengthening the control 

of Kyushu. 
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The distribution of ancient tiles and Miyakes were in accord. It 

was Hata-clan who was in charge of the management of Miyake and 

that they had strong interst in Sillan Buddhism was indicated before 

throughu the study of ancient documents. 




